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島
根
県
西
部
の
中
心
に
あ
る
浜
田
港
は
、

関
門
港
と
境
港
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
古
く
か
ら
日
本
海
は
交
流
の
海

で
あ
り
、
朝
鮮
や
ロ
シ
ア
と
の
貿
易
が
盛

ん
で
あ
っ
た
明
治
32
年
に
浜
田
港
は
開
港

場
に
指
定
さ
れ
、
国
際
貿
易
港
と
し
て
対

岸
貿
易
の
一
翼
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
木

材
の
輸
入
港
と
し
て
発
展
し
て
い
た
昭
和

32
年
に
は
そ
の
重
要
性
か
ら
重
要
港
湾
に

指
定
さ
れ
、
高
度
経
済
成
長
時
の
国
内
需

要
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

寄
港
す
る
船
舶
の
大
型
化
に
対
応
す
べ

く
、
平
成
11
年
に
福
井
地
区
に
５
万
ト
ン

バ
ー
ス
が
完
成
し
、
平
成
13
年
に
は
世
界

有
数
の
ハ
ブ
港
で
あ
る
韓
国
・
釜
山
港
と

の
国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
が
開
設
さ
れ

た
こ
と
で
、
近
代
貿
易
港
と
し
て
の
姿
を

整
え
、
効
率
的
な
貨
物
の
輸
送
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
に
は
ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
と
を
結
ぶ
ロ
ー
ロ
ー
船
が
就
航
し
、

今
年
８
月
に
は
、
国
に
お
け
る
選
択
と
集

中
の
観
点
か
ら
重
要
港
湾
１
０
３
港
の
う

ち
か
ら
43
港
に
絞
り
込
ま
れ
る
重
点
港
湾

へ
の
選
定
を
浜
田
港
は
受
け
ま
し
た
。
今

後
の
港
湾
整
備
事
業
に
対
し
、
予
算
の
重

点
配
分
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
環
日
本
海
経

済
圏
の
玄
関
口
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
浜

田
港
は
地
域
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
き
ま
す
。

《沿革》
1899年（明治32年）：開港（貨物の輸出入や外国貿易船の入出港が行われる港）に指定
1952年（昭和27年）：出入国港に指定
1957年（昭和32年）：重要港湾に指定
1968年（昭和43年）：検疫港に指定
1970年（昭和45年）：植物輸入港に指定
1999年（平成11年）：開港100周年
2001年（平成13年）：国際定期コンテナ航路が開設
2004年（平成16年）：改正SOLAS条約および国際船舶港湾保安法に基づく保安対策を実施
2006年（平成18年）：動物検疫港に指定
2008年（平成20年）：ローロー船が就航
2009年（平成21年）：日本最大のクルーズ客船「飛鳥Ⅱ」初寄港
2010年（平成22年）：重点港湾に選定（重要港湾103港のうち、43港の１つ）

【特集1】【特集1】地域を支える浜田港地域を支える浜田港
平成22年８月、重点港湾に選定されました平成22年８月、重点港湾に選定されました
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　浜田港に韓国・釜山港との国際定期コンテナ航路が就航してから、平成23年３月で10年を迎え
ます。
　県内外の企業がこの航路を利用して、製品や原材料の輸出入を行っています。特に石見部の企
業の物流の動脈として、浜田自動車道とともに活用され、県西部の発展に貢献しています。
　今度とも世界有数のハブ港である釜山港とのコンテナ航路により、県西部の経済発展が見込ま
れます。

問い合わせ先　浜田港振興会（☎�７７３３）

コンテナヤードに保管中のコンテナ貨物

コンテナにバン詰めされる貨物

※　TEU（Twenty Foot Equivalent Units）とはコンテナ
取扱い個数の単位で、20フィート（長さ約６ｍ）コンテナ１
個分を表します。40フィート・コンテナなら２TEUになります。

クレーンで船に積み込まれるコンテナ

※　輸入・輸出は外国取引、移入・移出は国内取引に
よる貨物移動のことです。

データ出典：島根県土木部
※　平成９年から自動車輸出が、平成10年から三隅港への石炭輸入が開始

されました。　　　　　　　　　　　　　　　データ出典：浜田税関支署
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浜田市内犯罪発生状況
区分 H22.7月末 H21.7月末 前年比 身近な犯罪

刑法犯総数 197 215 -18
身近な犯罪 63 95 -32 ※

凶 悪 犯
総数 1 0 1

強盗 0
放火 1 1

粗 暴 犯

総数 11 17 -6
暴行 3 4 -1
傷害・傷害致死 4 4 0
脅迫 1 5 -4
恐喝 3 4 -1

窃 盗 犯

総数 140 148 -8
侵入盗・総数 13 23 -10

空き巣 3 6 -3 ※
忍込み 2 -2 ※
居空き 1 -1 ※
金庫破り 1 3 -2 ※
学校荒し 1 1 ※
事務所荒し 1 6 -5 ※
出店荒し 0 ※
更衣室荒し 2 2 ※
倉庫荒し 0 ※
その他 5 5 0 ※
乗り物盗・総数 12 39 -27

自動車盗 1 -1 ※
オートバイ盗 4 -4 ※
自転車盗 12 34 -22 ※
非侵入盗・総数 115 86 29

払出盗 1 1
置引き 3 11 -8
車上ねらい 8 4 4 ※
部品ねらい 1 1 0
自販機ねらい 1 -1
色情ねらい 19 2 17
万引き 43 41 2
さい銭ねらい 1 -1
その他 40 25 15

知 能 犯

総数 7 12 -5
詐欺 6 10 -4
横領 1 -1
偽造 1 -1
背任 1 1

風 俗 犯
総数 2 0 2

強制わいせつ 2 2 ※
公然わいせつ 0 ※

刑 法 犯
そのほか

総数 36 38 -2
占有離脱物横領 3 5 -2
業務上過失致死傷 1 1
住居侵入 3 2 1
器物損壊 28 29 -1 ※
その他 1 2 -1

　

10
月
11
日
㈷
か
ら
20
日
㈬
ま
で

の
10
日
間
『
犯
罪
の
な
い
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
旬
間
』
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

取
り
組
み
の
重
点

①
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止
②
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪

の
防
止

③
万
引
き
・
自
転
車
盗
の
防
止

④
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

浜
田
市
内
の
犯
罪
発
生
状
況

　

浜
田
市
内
の
７
月
末
現
在
の
刑

法
犯
発
生
件
数
は
１
９
７
件
で
、

前
年
対
比
マ
イ
ナ
ス
18
件
で
す
。

さ
ら
に
、
身
近
な
犯
罪
は
７
月
末

現
在
63
件
で
、
前
年
対
比
マ
イ
ナ

ス
32
件
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

市
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
発
生

し
、
し
か
も
市
民
誰
も
が
被
害
者

に
な
り
得
る
犯
罪
を
言
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

①
乗
り
物
盗
（
自
動
車
盗
・
オ
ー

ト
バ
イ
盗
・
自
転
車
盗
）

②
街
頭
犯
罪
（
路
上
強
盗
・
ひ
っ

た
く
り
・
恐
喝
・
車
上
ね
ら
い
・

自
動
販
売
機
荒
し
・
器
物
損
壊

な
ど
）

※　
身
近
な
犯
罪
と
は
？

③
侵
入
盗
・
窃
盗
（
屋
内
強
盗
・

侵
入
窃
盗
・
住
居
侵
入
）

④
性
犯
罪
（
強
姦
・
強
制
わ
い
せ

つ
な
ど
）

　

浜
田
市
内
に
お
い
て
は
、
本
年

７
月
末
現
在
、
被
害
の
発
生
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

県
内
に
お
い
て
は
、

①
オ
レ
オ
レ
詐
欺　
　

０
件

振
り
込
め
詐
欺
事
件
の

被
害
状
況
に
つ
い
て

②
架
空
請
求
詐
欺　
　

９
件

③
融
資
保
証
金
詐
欺　

１
件

④
還
付
金
詐
欺　
　
　

０
件

と
な
っ
て
お
り
、
被
害
総
額
は
、

１
、
２
８
１
万
円
で
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
の
手
段
は
様
々

で
す
。
怪
し
い
な
と
思
っ
た
ら
す

ぐ
に
１
１
０
番
！
「
自
分
だ
け
は

大
丈
夫
」
と
油
断
せ
ず
、
防
犯
意

識
を
持
っ
て
振
り
込
め
詐
欺
を
撲

滅
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
庁
舎
前
に
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
、

広
報
・
啓
発
活
動
を
実
施

②
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
を

実
施

　

悪
質
商
法
・
ヤ
ミ
金
・
振
り
込

め
詐
欺
・
ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
Ｖ
・

児
童
虐
待
な
ど
、
困
り
ご
と
が
あ

れ
ば
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
刃
物
や
鉄
砲
の
不
法
所
持
な

ど
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

１
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は

ご
相
談
を
！

【特集2】犯罪のない安全で安心なまちづくり旬間犯罪のない安全で安心なまちづくり旬間

毎
月
14
日
は
、

犯
罪
の
な
い
防
犯
の
日

警
察
相
談
は
、

＃
９
１
１
０
へ
ダ
イ
ヤ
ル
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※　
動
体
除
去
っ
て
何
？

　

市
で
は
昨
年
、
全
国
を
震
撼
さ

せ
た
県
立
大
学
女
子
学
生
被
害
の

痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
、
犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め
、

今
年
３
月
、
市
内
２
か
所
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
運
用
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
今
年
５
月
に
「
安
全

を
守
る
市
民
の
会
」
か
ら
、
２
台

の
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
寄
贈

を
受
け
、
10
月
か
ら
運
用
を
開
始

し
ま
す
。

設
置
場
所
に
つ
い
て

・
島
根
県
立
大
学
周
辺
市
道
（
野

原
町
）

・
東
公
園
内
（
黒
川
町
）

設
置
理
由
に
つ
い
て

①
不
特
定
多
数
の
人
が
自
由
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

②
通
学
路

③
過
去
に
お
い
て
街
頭
犯
罪
・
風

俗
犯
罪
お
よ
び
子
ど
も
な
ど
へ

の
声
か
け
ま
た
は
連
れ
去
り
が

起
こ
っ
た
場
所

④
主
要
幹
線
に
比
較
的
容
易
に
つ

な
が
る
市
道
な
ど

画
像
の
提
供
に
つ
い
て

　

画
像
の
提
供
に
つ
い
て
は
、

①
捜
査
機
関
か
ら
の
要
請

②
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
提
供
が

求
め
ら
れ
、
か
つ
、
個
人
の
権

利
利
害
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な

い
と
認
め
ら
れ
た
と
き

に
の
み
提
供
す
る
よ
う
個
人
情
報

保
護
に
配
慮
し
、
制
限
を
設
け
て

い
ま
す
。

画
像
の
閲
覧
に
つ
い
て

　

今
回
設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
シ

ス
テ
ム
は
、
動
体
除
去
技
術
を
使

用
し
て
、外
部（
パ
ソ
コ
ン
）か
ら

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

閲
覧
で
き
る
の
は
限
定
さ
れ
た
人

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

画
像
中
の
動
く
物
体
を
削
除
し
、

制
止
し
た
物
体
の
み
抽
出
す
る
技

術
で
、
こ
の
技
術
を
用
い
る
こ
と

で
、一
般
市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

保
護
し
つ
つ
、不
審
車（
者
）を
発
見

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
設
置
予
定

　

市
で
は
、
今
年
８
月
に
「
安
全

を
守
る
市
民
の
会
」
か
ら
、
さ
ら

に
５
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
寄
贈
を

受
け
ま
し
た
。

　

今
後
、
設
置
場
所
を
検
討
し
、

順
次
設
置
す
る
予
定
に
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
内
線
３
２
５
・
３
４

０
）

　

市
で
は
県
立
女
子
大
学
生
被
害

の
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
た
こ

と
か
ら
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事

件
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
、
昨
年

12
月
に
島
根
県
犯
罪
の
な
い
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
県
民

大
会
の
場
で
、全
国
に
向
け
て「
浜

田
市
安
全
・
安
心
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」

を
発
信
し
、
対
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

基
本
目
標

　

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現重
点
目
標

①
市
民
一
人
ひ
と
り
の
自
主
防
犯

意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

自
主
的
な
防
犯
活
動
を
活
性
化

し
、
地
域
の
連
携
を
深
め
る
た

め
、
積
極
的
に
声
か
け
・
明
る

い
あ
い
さ
つ
運
動
を
実
施
し
ま

す
。

②
地
域
住
民
が
ふ
だ
ん
の
生
活
の

中
で
、
共
に
支
え
合
う
犯
罪
の

な
い
地
域
社
会
の
形
成
の
た
め
、

見
守
り
活
動
を
さ
ら
に
強
化
し

ま
す
。

③
日
常
生
活
の
中
か
ら
犯
罪
の
機

会
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
各
家

の
門
灯
を
点
灯
し
、
ま
ち
を
明

る
く
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
が
起

き
に
く
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

昨年12月に全国へ発信　浜田市安全・安心緊急アピール

東　公　園 県立大学周辺

防犯カメラシステム２基を設置しました防犯カメラシステム２基を設置しました
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

８月14日㈯　「三隅自治区成人式」にて

新
浜
田
市
合
併
５
周
年
を
迎
え

　

本
年
10
月
１
日
に
浜
田
市
は
、

市
町
村
合
併
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。

「
青
い
海
・
緑
の
大
地　

人
が
輝

き
文
化
の
か
お
る
ま
ち
」
の
理
念

の
も
と
、
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
た
地
域
医
療
体
制
の
充

実
、
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地
域
活
性
化
と

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

主
要
事
業
を
始
め
と
し
た
取
り
組

み
を
進
め
、
市
民
の
目
線
に
立
っ

た
“
安
全
で
住
み
よ
い
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
”
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
各
自
治
区
の
伝
統
や
文

化
を
活
か
し
た
お
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
、
夏
の
成
人
式
な
ど
の
行
事
に

参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
皆
さ
ん
が

い
き
い
き
と
活
動
さ
れ
る
姿
を
拝

見
す
る
た
び
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
が
輝
き
、
魅
力
あ
る
多
彩
な
顔

を
持
つ
新
市
と
な
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

合
併
に
至
る
ま
で
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
様
々
な
思
い
が
あ
り
、「
合

併
す
る
と
、
市
部
中
心
の
施
策
に

な
り
、
周
辺
町
村
住
民
の
意
見
が

行
政
に
反
映
さ
れ
な
い
、
地
域
の

伝
統
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

失
わ
れ
る
」
と
い
っ
た
不
安
や
心

配
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

解
消
す
る
た
め
「
浜
田
那
賀
方
式

自
治
区
制
度
」
に
よ
り
、
地
域
の

こ
と
は
地
域
で
解
決
し
、
地
域
住

民
の
声
を
反
映
で
き
る
「
地
域
の

個
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
実
践
し
、
よ
り
連
帯
感
を
深
め

て
い
く
こ
と
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　

浜
田
市
は
、
県
下
２
番
目
の
広

大
な
面
積
と
な
り
、
そ
の
８
割
を

緑
豊
か
な
山
林
が
占
め
、
そ
こ
に

は
周
布
川
や
三
隅
川
な
ど
の
河
川

が
下
流
の
日
本
海
に
流
れ
込
ん
で

い
ま
す
。
上
流
の
集
落
が
衰
退
す

れ
ば
、
山
林
や
農
地
も
荒
廃
し
、

保
水
力
を
失
っ
た
大
地
は
、
土
砂

を
下
流
に
運
び
海
の
環
境
は
悪
化

し
、
下
流
の
浜
田
の
水
産
に
も
甚

大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
上
流
と
下
流
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
誇
り
を

持
っ
て
地
域
を
守
っ
て
い
く
と
い

う
気
持
ち
が
必
要
で
す
。
引
き
続

き
、「
浜
田
那
賀
方
式
自
治
区
制

度
」
を
基
本
に
、
島
根
県
西
部
の

中
核
都
市
と
し
て
、
さ
ら
な
る
充

実
と
質
の
向
上
を
め
ざ
し
、
尽
力

し
ま
す
。

　

10
月
２
日
に
は
「
合
併
５
周
年

記
念
式
典
」
を
島
根
県
立
大
学
講

堂
で
開
催
し
ま
す
。

　私を含め多くのアメリカ人にとって、10月は楽
しみに待つ月です。なぜならハロウィーンの時期
だからです！
　私の家族も毎年ハロウィーンを祝っていました。
ハロウィーンが近付くと、まず家の飾り付けをし
ますが、その飾り付けの中で最も大事だともいえ
るのがジャック・オ・ランタンです。ジャック・
オ・ランタンとは、カボチャのちょうちんのこと
で、カボチャに顔などを彫って、中にろうそくを
立てるハロウィーンの飾り物です。私の家庭でも、
毎年カボチャを買って帰り、私と弟が台所の床に
ひいた新聞紙の上でジャック・オ・ランタン作り
を楽しんでいました。カボチャの表面には怖い顔
やハロウィーンのシンボルであるお化けや黒猫※

を彫っていました。
　もちろん31日がメインの日です。
まず、ハロウィーンといえば、仮
装です。私は小さい頃、好きなキャ
ラクターやハロウィーンのシンボルである魔女や
黒猫の仮装をしました。その衣装を着て、トリッ
ク・オア・トリートをしに行きます。近所の家は
ハロウィーンの飾り付けをしているのはもちろん
ですが、中には表庭をお化け屋敷にまでする家も
あります。私は家族や友達と「トリック・オア・
トリート」（お菓子をくれないといたずらをする

ぞ）と言いながら一軒一軒回り、毎年お菓子を山
ほどもらって帰っていました。
　私は去年初めて海外でのハロウィーンを過ごし
ましたが、浜田市でもハロウィーンのイベントが
いろいろありましたので、とてもうれしかったで
す。今年も市内のイベントに参加して、市民の皆
さんと一緒に楽しいハロウィーンを過ごしたいと
思います！
　皆さん、31日の夜は、浜田でも幽霊が現れるか
もしれませんので、気をつけてください！

浜田市国際交流員　カレン・サイトウ

※　アメリカでは黒い猫は悪運をもたらすと言わ
れています。

Happy Halloween! ～ハッピー・ハロウィーン！～

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

教
育
委
員
会
集
計
の
不
審
者
情
報

か
ら
（
平
成
21
年
４
月
～
平
成
22

年
８
月
）

・
声
か
け　
　
　
　

14
件

・
痴
漢
行
為　
　
　

２
件

・
写
真
撮
影　
　
　

９
件

・
つ
き
ま
と
い　
　

２
件

・
公
然
わ
い
せ
つ　

１
件

・
そ
の
ほ
か　
　
　

２
件 

　

声
か
け
（
47
％
）
と
写
真
撮
影

（
30
％
）
の
事
案
が
多
く
、
全
体

の
77
％
に
あ
た
り
ま
す
。
声
か
け

は
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
の
報
告

が
多
く
、「
怖
か
っ
た
・
び
っ
く

り
し
た
」
と
い
う
内
容
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

不
審
者
の
特
徴
と
し
て
、
徒
歩

（
自
転
車
を
含
む
）
が
全
体
の

70
％
に
あ
た
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

が
帰
宅（
下
校
）途
中
で
、
女
子
を

対
象
と
し
た
事
案
が
全
体
の
80
％

子
ど
も
安
全
情
報

防
災
管
理
新
規
講
習

宝
く
じ
助
成
事
業
を
活
用
し

鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
を
贈
呈

で
す
。

　

つ
き
ま
と
い
の
報
告
は
少
な
い

で
す
が
、
性
犯
罪
被
害
や
連
れ
去

り
事
件
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ

り
注
意
が
必
要
で
す
。

　

１
人
の
と
き
が
一
番
危
険
で
す
。

時
間
の
意
識
を
持
つ
こ
と
と
、
危

険
な
場
所
に
行
く
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
に
、「
誰
と
・
ど
こ
で
・

何
を
す
る
・
何
時
ご
ろ
帰
る
」
と

い
う
意
識
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
危
な
い
場
所
に
近
づ
か
な
い

（
暗
い
所
や
人
影
の
な
い
場

所
）

・
夜
の
１
人
歩
き
を
避
け
る
（
暗

い
道
を
避
け
、
明
る
く
広
い
道

を
通
る
よ
う
に
す
る
）

・
危
険
な
場
所
を
通
る
と
き
は
、

用
心
・
警
戒
す
る
（
急
ぎ
足
・

後
を
振
り
返
る
な
ど
）

・
防
犯
ブ
ザ
ー
・
ホ
イ
ッ
ス
ル
な

ど
を
携
帯
す
る

・「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
助
け
を
求
め
る
（
大
声
を

出
す
・
近
く
の
家
に
！
）

犯
罪
被
害
防
止
の
た
め
に

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
へ

　

地
域
防
犯
活
動
講
演
会
で
「
ハ

イ
タ
ッ
チ
」
を
取
り
入
れ
た
あ
い

さ
つ
運
動
の
効
用
に
つ
い
て
、
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
取
り

入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も

た
ち
に
観
察
力
や
集
中
力
が
身
に

付
き
、
防
犯
に
も
役
立
つ
そ
う
で

す
。

・
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
と
心
の
ふ
れ
あ

い
が
高
ま
る

・
元
気
が
出
る

・
喜
び
が
感
じ
ら
れ
る
（
子
ど
も

の
成
長
）

・
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
て
い

る
実
感
が
持
て
る

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
子
ど
も
安
全
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
５
�
１
０
８
０
）

対
象　
防
災
管
理
対
象
物
に
居
住

ま
た
は
勤
務
す
る
人
で
、
防
災

管
理
者
に
選
任
さ
れ
る
予
定
の

人
講
習
日　
11
月
16
日
㈫

場
所　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江

市
）

定
員　
先
着
１
０
０
人

　

こ
の
た
び
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

を
結
成
し
て
い
る
「
ち
ど
り
保
育

所
」
に
、
㈶
日
本
防
火
協
会
が
行

う
「
平
成
22
年
度
民
間
防
火
組
織

等
の
防
火
・
防
災
普
及
啓
発
推
進

助
成
事
業
」
を
活
用
し
て
鼓
笛
隊

セ
ッ
ト
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
保
育
活
動

を
通
じ
て
幼
年
期
か
ら
の
防
火
防

災
教
育
と
地
域
へ
の
普
及
啓
発
活

動
を
行
う
も
の
で
す
。
今
回
贈
呈

し
た
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
は
、
発
表
会

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
防
火
防

災
の
啓
発
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

（
市
消
防
本
部
予
防
課
）

受
講
料　
７
、
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
。）

申
込
期
間　
10
月
12
日
㈫
～
11
月

５
日
㈮

申
込
方
法　
受
講
申
込
書
（
市
消

防
本
部
予
防
課
お
よ
び
各
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。
㈶
日
本
防
火

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.n-bouka.or.jp/

申
込
先　
㈳
島
根
県
消
防
設
備
協

会
【
〒
６
９
０
‐
８
５
０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

㈳
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
６
８
２
８
・

▢ＦＡＸ
０
８
５
２
�
６
７
５
４
）

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

国
勢
調
査

自
動
車
起
終
点
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
か
ら

交
付
ま
で
の
日
数
が
２
日

短
縮
と
な
り
ま
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は

あ
な
た
の
味
方
で
す
！

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら

調
査
票
の
記
入
と
提
出
を
お
願
い

し
ま
す

　

10
月
１
日
㈮
ま
で
に
調
査
票
が

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

調
査
員
を
装
っ
た「
か
た
り
調
査
」

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

調
査
員
は
身
分
証
明
証
・
腕
章

を
つ
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
不

審
に
思
っ
た
場
合
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
統
計
係

（
☎
内
線
３
２
０
・
３
３
９
）

　

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、「
自

動
車
起
終
点
調
査
（
自
動
車
利
用

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）」

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
交
通
の
流
れ
の

基
と
な
る
車
の
１
日
の
動
き
に
つ

い
て
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
、
ど
う

い
う
目
的
で
移
動
し
た
か
な
ど
を

調
査
す
る
も
の
で
、
現
在
の
交
通

実
態
を
把
握
し
、
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
や
将
来
の
道
路
計
画
の
基

礎
資
料
と
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
は
、
島
根
県
内
か
ら
無
作

為
に
選
び
出
さ
れ
た
世
帯
を
調
査

員
が
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布
し

て
記
入
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

ま
た
、
記
入
し
た
調
査
票
は
、
後

日
、調
査
員
が
回
収
に
伺
い
ま
す
。

　

本
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

調
査
員
は
、
松
江
国
道
事
務

所
長
印
を
押
印
し
た
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

実
施
主
体

国
土
交
通
省
松
江
国
道
事
務
所

国
土
交
通
省
浜
田
河
川
国
道
事

務
所

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
自
動
車
起
終
点
調
査
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２

０
‐
１
０
３
４
‐
０
７
）

　

10
月
１
日
㈮
か
ら
、
パ
ス
ポ
ー

ト
申
請（
新
規
お
よ
び
切
替
申
請
）

に
つ
い
て
、
申
請
か
ら
交
付
ま
で

に
要
す
る
日
数
が
９
日
間
か
ら
７

日
間
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
各
支
所
で
申
請
し
た

場
合
は
、
９
日
間
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
書
類
に
確
認
事
項

や
修
正
が
あ
る
と
き
は
、
日
数
が

多
く
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
内
線
１
４
３
）

　

市
役
所
だ
け
で
な
く
、
本

人
確
認
が
必
要
と
な
る
事
業

所
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
住

基
（
住
民
基
本
台
帳
）
カ
ー

ド
を
取
得
し
て
、
本
人
確
認

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

市
役
所
で
各
種
証
明
書
（
住
民

票
・
印
鑑
証
明
書
・
戸
籍
謄
本
な

ど
）
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
、
必
ず
「
本
人
確
認
」
の
証
明

書
の
提
示
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
行
う
も
の
で
、
２
年
前
か
ら
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。今
で
は
、

市
役
所
だ
け
で
な
く
、
金
融
機
関

で
の
高
額
な
振
り
込
み
や
携
帯
電

話
の
契
約
、
生
命
保
険
の
契
約
な

ど
「
本
人
確
認
」
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
本
人
確
認
」
の
際
に
「
写
真
付

き
住
基
カ
ー
ド
」
は
、
運
転
免
許

証
な
ど
と
同
様
に
、
公
的
な
身
分

証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
、
本
人

確
認
が
義
務
付
け
ら
れ
た
金
融
機

関
や
、
市
役
所
で
の
印
鑑
登
録
申

請
や
引
っ
越
し
手
続
な
ど
、
社
会

生
活
の
様
々
な
場
面
で
使
用
で
き

ま
す
。

　

現
在
、
無
料
で
発
行
し
て
い
ま

す
の
で
、
本
庁
総
合
窓
口
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
市
民
課
）
で
、
ぜ
ひ
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
申
請
に
つ
い
て

　

自
宅
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

各
種
申
請
や
届
出
が
で
き
ま
す
。

電
子
申
請
を
す
る
場
合
は
、
別
途

「
電
子
証
明
書
」
の
手
続
（
手
数

料
５
０
０
円
）
と
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
内
線
１
４
３
）

自
動
交
付
機
能
を
つ
け
る
と
、
さ

ら
に
便
利
で
す

　

住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
・
所
得

課
税
証
明
書
が
自
動
交
付
機
で
休

日
で
も
、
時
間
外
で
も
取
得
で
き

ま
す
。

設
置
場
所　
市
役
所
本
庁
正
面
玄

関
横

利
用
時
間

月
～
金
曜
日

午
前
８
時
～
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付

経
営
環
境
変
化
資
金

対
象　
社
会
的
・
経
済
的
環
境
の

変
化
に
よ
り
、
売
上
げ
や
利
益

が
減
少
す
る
な
ど
業
況
が
悪
化

し
て
い
る
人

融
資
額　
４
、
８
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間

運
転
資
金　

８
年
以
内

設
備
資
金　

15
年
以
内

※　

い
ず
れ
も
据
置
き
３
年
以
内

利
率　
年
２
・
15
％
～
（
８
月
10

日
現
在
）

※　

た
だ
し
、
最
近
の
売
上
げ
・

利
益
率
な
ど
が
減
少
す
る
な
ど

業
績
が
特
に
悪
化
し
て
い
る
人

の
運
転
資
金
は
０
・
３
％
引
下

げ
に
な
り
ま
す
。

※　

雇
用
の
維
持
拡
大
を
図
る
人
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取扱金融機関窓口（販売場所）
金融機関・支店名 電話番号

山陰合同銀行 浜田支店 �０８４０
〃 三隅支店 �０２１０
〃 浜田東出張所 �２１２０
〃 長浜出張所 �０５８１
〃 浜田市役所出張所 �３３７８

島根銀行 浜田支店 �０２７６
日本海信用金庫 本店 �１８５０

〃 西支店 �０３５８
〃 東支店 �０３５７
〃 長浜支店 �０３０５
〃 駅前支店 �３７００
〃 三隅支店 �２５００
〃 旭町支店 �１３１３
〃 長沢支店 �４１８０
〃 国府支店 �０２０５

いわみ中央農業協同組合　本所 �８８５３
〃 浜田支所 �８８２５
〃 浜田西支所  �１００３
〃 浜田東支所  �０００１
〃 三隅支所 �０２８０
〃 雲城出張所   �１３１３
〃 金城支所 �１１３２
〃 弥栄支所 �２２２１
〃 旭支所 �１２１２

の
運
転
資
金
は
０
・
２
％
引
下

げ
に
な
り
ま
す
。

※　

借
入
金
の
お
ま
と
め
融
資
の

相
談
も
で
き
ま
す
。

設
備
資
金
貸
付
利
率
特
例
制
度

　

設
備
投
資
を
行
う
人
の
利
率
を

融
資
後
当
初
２
年
間
０
・
５
％
引

下
げ
し
ま
す
。

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
案
内

対
象　
高
校
・
短
大
・
大
学
・
専

修
学
校
・
各
種
学
校
な
ど
に
入

学
・
在
学
し
て
い
る
本
人
ま
た

は
保
護
者

※　

所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

融
資
額　
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ

き
３
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間　
15
年
以
内
（
在
学
期

間
内
で
の
元
金
の
据
置
き
が
で

き
ま
す
。）

利
率　
年
２
・
75
％
（
８
月
10
日

現
在
）

返
済
方
法　
毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
・
ス

テ
ッ
プ
返
済
も
で
き
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

日
本
政
策
金
融
公
庫
浜
田
支
店

国
民
生
活
事
業

（
☎
�
２
８
３
５
）

　『広報はまだ』９月号でお知らせしました、住
民参加型市場公募地方債「浜田きらめき債」の購
入申込みがいよいよ開始となります。皆さんも「浜
田きらめき債」を購入して市の子育てや教育の充
実のための事業に参加してみませんか。今回も多
くの皆さんの申込みをお待ちしています。
　購入は、10月13日㈬から可能となります。ただ
し、発行総額が１億円に達した時点で募集終了と
なります。

購入の際に必要なもの
①購入代金（口座からの振替）
②購入する金融機関の預金通帳
③印鑑（通帳の届出印）
④本人確認書類（免許証・保険証など）
⑤マル優・特別マル優を利用する場合は確認でき

るもの（障害者手帳など）
※　金融機関によって異なる場合がありますので、

詳しくは購入予定の金融機関にお問い合わせく
ださい。

購入条件
①市内在住の人
②購入時に満20歳以上の人
③本人のみ購入可能で、委任状などでの代理購入

はできません
④事前予約はできません
⑤購入限度額は100万円で10万円から購入可能

（10万円単位）
利子　年に２回、口座に自動的に振り込まれます。
利率　募集開始日直近の国債流通利回りを若干上

回る水準で決定する予定です（決定次第、取扱
金融機関窓口・市ホームページで公表します）。

償還　元金は、５年満期一括償還で平成27年11月
10日に全額お返しします。

問い合わせ先
購入について

山陰合同銀行お客様サービスセンター
（☎０１２０‐３１５‐１８０）
島根銀行市場営業グループ
（☎０８５２�１２４１）
日本海信用金庫業務推進部
（☎�１８６１）
いわみ中央農業協同組合本所ＪＡバンク部
（☎�８８５３）

そのほか
本庁財政課財政係（☎内線４７７・４７８）

浜田市平成22年度第１回公募公債

浜 田 き ら め き 債
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売却物件
物件番号
物件名 所在地 地番 地目 地積 最低売却

価　　格

H22‐4
旧浜田家政
高等専修学校

松原町

277番5 宅地 1,053.12㎡

34,700,000円
木造瓦葺２階建
（昭和８年建築）
家屋番号：277番5
用途：学校

856.58㎡

Ｒ９号 至江津至益田
Ｒ
186
号

浜田
郵便局 浜田警察署

浜田市役所

子育て
支援センター

健康増進
センター

分譲する土地
区画番号 所在地番 面　積

（㎡）
分譲価格
（円）

① 片庭町86番15 158.20 10,853,627

② 片庭町86番16 165.23 10,992,421

③ 片庭町86番17 165.26 10,994,417

④ 片庭町86番18 165.27 10,995,082

⑥ 片庭町86番20 178.21 12,473,452

⑦ 片庭町86番21 235.17 16,623,226

① ②

済 済 済

③ ④
⑦
済 ⑥

片庭町
至栄町

至
益
田

至江津

県営住宅
Ｒ
９
号

浜
田
合
同

庁
舎

市
有
財
産
売
却
の
お
知
ら
せ

公
社
所
有
地
を
分
譲
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信

の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
次
の
市
有
財
産
の
売
却
を
行
い

ま
す
。

入
札
参
加
申
込
期
間

10
月
12
日
㈫
～
11
月
19
日
㈮

（
必
着
）

入
札
日　
12
月
２
日
㈭

入
札
会
場　
市
役
所
本
庁

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
参
加
申
込
書
・
入
札
参
加

に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
・
そ

の
ほ
か
入
札
参
加
に
必
要
な
用

紙
は
本
庁
管
財
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
管
財
課
（
☎
内
線
２
４
９
）

参
加
資
格

１　

申
請
者
（
入
札
参
加
者
）
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
個

人
ま
た
は
法
人
と
し
ま
す
。

※　

２
人
以
上
の
連
名
（
共
有
）

で
の
申
請
も
可
能
で
す
。

２　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、

入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

・
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７

条
の
４
に
規
定
す
る
制
限
を
受

け
る
人

・
地
方
自
治
法
第
２
３
８
条
の
３

の
規
定
に
該
当
す
る
人

留
意
事
項

・
入
札
事
前
説
明
会
は
行
い
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・
現
状
有
姿
に
よ
る
売
却
と
な
り

ま
す
。
売
却
物
件
の
事
前
確
認

は
、
入
札
参
加
者
の
責
任
に
お

い
て
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
必

ず
申
込
期
間
内
に
入
札
参
加
申

　

市
土
地
開
発
公
社
が
所
有
す
る

片
庭
住
宅
地
（
旧
原
井
小
学
校
敷

地
）
を
分
譲
し
ま
す
。

申
込
条
件　
申
込
み
は
、
区
画
番

号
を
指
定
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
１
人
で
複
数
の
区

画
を
希
望
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

受
付
期
間　
10
月
１
日
㈮
～

※　

申
込
み
順
に
区
画
を
決
定
し

ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
市
土
地

開
発
公
社
に
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
住
民

票
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

申
込
み
の
際
に
印
鑑
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
土
地
開
発
公
社
【
市
役
所
田

町
分
室
２
階（
☎
内
線
１
３
７
）】

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴
で

き
な
い
人
に
対
し
て
、
簡
易
な
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
無
償
給
付
す
る
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

・
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を

受
け
て
い
る
世
帯

・
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
か

つ
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非

課
税
の
措
置
を
受
け
て
い
る
世

帯
・
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
し

て
い
る
人
で
、
テ
レ
ビ
を
持
ち

込
ん
で
い
る
世
帯

支
援
内
容

・
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付

・
ア
ン
テ
ナ
工
事
の
無
償
工
事

給
付
期
間　
12
月
28
日
㈫
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
方
法

　

申
込
書
（
本
庁
高
齢
者
障
害
者

福
祉
課
・
地
域
福
祉
課
お
よ
び
Ｎ

Ｈ
Ｋ
窓
口
に
あ
り
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全

額
免
除
証
明
書
を
添
え
て
、
返
信

用
封
筒
で
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
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Q．あなたの心配事は Ａ．その対策は

身内の相続争い 実施的平等、遺留分に配意した
遺言公正証書

後に残る配偶者の暮らし 夫婦相互遺言公正証書
万一、認知症や寝たきりになったら 委任・任意後見契約公正証書
障がいを持つ子を守るには 遺言・任意後見契約公正証書
終末期医療～延命か、安らかな死か 尊厳死宣言公正証書
離婚後の幼子の養育 離婚給付（養育費等）契約公正証書
知的財産権などの保護・各種証拠保全 事実実験公正証書

そのほか 各種契約等公正証書、私署証書
認証、確定日付

10
月
１
日
㈮
～
７
日
㈭
は

「
公
証
週
間
」
で
す

行
政
相
談
週
間
の
お
知
ら
せ

※　

な
お
、
４
月
末
時
点
で
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
が
全
額
免

除
の
世
帯
で
、
支
援
の
申
込
み

を
し
て
い
な
い
世
帯
に
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
か
ら
放
送
受
信
料
全
額
免

除
証
明
書
と
と
も
に
支
援
の
申

込
書
な
ど
が
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。

支
援
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
‐
０
３
３
８
４

０
・
▢ＦＡＸ
０
４
４
‐
９
６
６
‐
８

７
１
９
・
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
利

用
で
き
な
い
場
合
☎
０
４
４
‐

９
６
９
‐
５
４
２
５
）

http://w
w
w
.chidejishien.jp

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
９

時
（
土
・
日
・
祝
日
は
午
後
６

時
ま
で
）

市
担
当
窓
口

生
活
保
護
受
給
世
帯

本
庁
地
域
福
祉
課
保
護
係

（
☎
内
線
１
３
１
・
１
３
２
・

１
４
２
）

障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
お
よ
び
社
会
福
祉
事
業
施
設

に
入
所
し
て
い
る
人

本
庁
高
齢
者
障
害
者
福
祉
課
障

害
者
福
祉
係（
☎
内
線
１
５
４
・

１
５
６
・
１
５
７
）

～
公
正
証
書
は
、
あ
な
た
の
老
後

や
暮
ら
し
と
大
切
な
財
産
を
守
り

ま
す
～

　

今
、
暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
は

極
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

　

公
正
証
書
は
、
国
か
ら
任
命
さ

れ
た
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
公
証

人
が
作
成
す
る
公
文
書
で
、
法
的

紛
争
の
予
防
と
解
決
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
公
正
証
書
の
効
力
は
？

１　

大
き
な
証
拠
力
が
あ
り
、
裁

判
に
な
っ
て
も
安
心
で
す
。

２　

遺
言
公
正
証
書
が
あ
れ
ば
預

金
の
払
戻
し
な
ど
後
の
手
続
も

簡
単
で
す
。
残
さ
れ
る
配
偶
者

の
安
心
・
安
全
や
相
続
人
間
の

ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
も
役
立
ち
ま

す
。

３　
「
強
制
執
行
が
で
き
る
。」
と

の
条
項
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

相
手
方
が
金
銭
債
務
を
履
行
し

な
い
と
き
は
、
訴
訟
を
起
さ
な

く
て
も
不
動
産
・
動
産
・
給
料

な
ど
相
手
の
財
産
を
差
押
え
る

こ
と
が
で
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
債

権
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

４　

認
知
症
な
ど
の
重
要
な
対
策

と
し
て
の
「
任
意
後
見
契
約
」

や
、
土
地
利
用
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
「
事
業
用
定
期
借
地

権
設
定
契
約
」
な
ど
は
、
公
正

証
書
で
な
い
と
契
約
の
効
力
が

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

５　

公
正
証
書
の
原
本
は
、
公
証

役
場
で
長
期
間
保
存
し
ま
す
の

で
、
紛
失
・
偽
造
・
変
造
な
ど

の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

※　

公
証
役
場
は
国
の
機
関
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

相
談
受
付
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

日
曜
無
料
相
続
・
遺
言
・
任
意
後

見
な
ど
公
証
法
律
相
談(

要
予
約)

日
時　
10
月
３
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
公
証
役
場

（
☎
�
７
２
８
１
）

10
月
は
行
政
相
談
週
間
で
す

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

に
つ
い
て
の
理
解
を
得
る
と
と
も

に
、
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
毎

年
10
月
に
「
行
政
相
談
週
間
」
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
行
政
相
談
週
間
は
、
10

月
18
日
㈪
か
ら
24
日
㈰
で
す
。

　

ま
た
、
10
月
の
行
政
相
談
所
を

次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

浜
田
（
人
権
相
談
と
共
催
）

日
時　
10
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬
・

20
日
㈬
・
27
日
㈬

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

金
城

日
時　
10
月
20
日
㈬

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
波
佐
公
民
館

旭
（
人
権
相
談
と
共
催
）

日
時　
10
月
18
日
㈪

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
旭
セ
ン
タ
ー

弥
栄

日
時　
10
月
21
日
㈭

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
弥
栄
会
館

三
隅

日
時　
10
月
18
日
㈪

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
み
す

み
荘

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
行
政
相

談
係
（
☎
内
線
３
２
３
）
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10
月
は
土
地
月
間
で
す

「
笑
顔
咲
く　
未
来
の
種
を

そ
の
土
地
に
」

土
地
取
引
の
届
出
制
度
に
つ
い
て

　

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、
一

定
面
積
以
上
の
取
引
（
売
買
・
交

換
な
ど
）
を
し
た
場
合
は
、
契
約

後
２
週
間
以
内
に
取
引
し
た
土
地

が
所
在
す
る
市
役
所
や
町
村
役
場

へ
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
が
必
要
な
面
積

①　

市
街
化
区
域
内
の
土
地

　

２
、
０
０
０
㎡
以
上

②　

①
を
除
く
都
市
計
画
区
域
内

の
土
地　

５
、
０
０
０
㎡
以
上

③　

都
市
計
画
区
域
以
外
の
土
地

　

１
０
、
０
０
０
㎡
以
上

問
い
合
わ
せ
先

県
土
地
資
源
対
策
課

（
☎
０
８
５
２
�
５
８
９
７
）

本
庁
地
域
政
策
課

（
☎
内
線
３
４
３
）

旧指定ごみ袋・粗大ごみシールを交換します

　昨年３月31日まで販売していた旧指定ごみ袋
（安全グリップ付き）および粗大ごみシール（１
枚210円）の使用期限は、今年９月30日㈭までと
していますので、10月１日㈮からは使用できませ
ん。
　使い切れなかった旧指定ごみ袋（粗大ごみシー
ル含む。）と、現在販売している指定ごみ袋（粗
大ごみシール含む。）を次のとおり交換します。
交換期間　10月１日㈮～ 12月28日㈫
交換方法　旧指定ごみ袋（粗大ごみシール含む。）

と現在販売している指定ごみ袋（粗大ごみシー
ル含む。）とは料金が異なりますので、差額を
支払ってもらった上で交換します。

交換単位
　１枚から交換します。
交換時の注意
◎　交換申込書に記入してください（印鑑は不要

です）。
◎　交換を希望する旧指定ごみ袋と同種類同サイ

ズの袋との交換に限ります。例えば、家庭用不
燃ごみ（大）を家庭用可燃ごみ（大）と交換す
ることはできません。

◎　差額は、交換場所で交換時に現金で支払って
ください。

◎　現金による返還はできません。
◎　指定ごみ袋取扱店では交換できません。
◎　１種類につき20本以上の交換を希望する場合

は、事前に連絡してください。

問い合わせ先
　本庁廃棄物リサイクル課（☎内線２２３・２２４）
　各支所市民福祉課（三隅支所は福祉課）

交換場所

公民館

差額
種　　　類 サイズなど 袋の色 

（旧）
差額 

（１枚あたり）

家 庭 用

可燃用 大・中・小 緑色 10円不燃用 大・中・小 青色
ペット・プラ用 大・中 水色

５円缶用 大・中 灰色
びん用 中 橙色
粗大ごみ シール － 40円

事業所用
可燃用

大 黄色 21円不燃用
資源用 茶色 10円

市役所本庁および各支所窓口
交換日時

10月１日㈮～12月28日㈫（土・日・祝日を除く。）
午前８時30分～午後５時15分
※　ただし、窓口により時間外対応があります。下表
備考欄をご覧ください。

交換窓口 備　　　考

本庁 総合窓口課 ※　10月１日㈮～15日㈮は、
午後７時まで対応します。

金城支所 市民福祉課
旭支所 市民福祉課

弥栄支所 市民福祉課
杵束出張所

※　10月３日㈰・24日㈰は、午前８
時30分～正午まで対応します。

三隅支所 福祉課
【 浜 田 】

実施日 公民館名 時　　間

10月10日㈰ 長浜公民館 午前９時～正午
周布公民館 午後１時30分～４時30分

10月24日㈰ 石見公民館 午前９時～正午
国府公民館 午後１時30分～４時30分

10月31日㈰ 美川公民館 午前９時～正午
大麻公民館 午後１時30分～４時30分

【 金 城 】
実施日 公民館名 時　　間

10月12日㈫ 久佐公民館

午前10時～午後３時
10月13日㈬ 小国公民館
10月14日㈭ 今福公民館
10月15日㈮ 波佐公民館
10月18日㈪ 美又公民館

【 旭 】
実施日 公民館名 時　　間

10月17日㈰ 木田公民館 午前９時～正午
和田公民館 午後１時30分～４時30分

10月24日㈰ 都川公民館 午前９時～正午
市木公民館 午後１時30分～４時30分

【 三 隅 】
実施日 公民館名 時　　間

10月３日㈰ 三隅公民館 午前９時～正午
白砂公民館 午後１時30分～４時30分

10月10日㈰ 岡見公民館 午前９時～正午
三保公民館 午後１時30分～４時30分

10月24日㈰ 黒沢公民館 午前９時～正午
井野公民館 午後１時30分～４時30分
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10月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
1 金 長沢町１
4 月 長沢町２～５・７・８
5 火 生湯町１～４
6 水 長沢町６・８、桜ケ丘、菅原団地、長沢ヒルズ神在
7 木 浅井町４～６
8 金 浅井町１～３、黒川町１・２
12 火 黒川町３～７
13 水 相生町１～３
14 木 相生町３・４、竹迫町
15 金 杉戸町、笠柄町
18 月 熱田町６～10
19 火 小福井団地、汐入団地
20 水 石原団地、内田町
21 木 長浜町１～８
22 金 日脚町、大久保団地、周布町
25 月 治和町２・３・５、津摩町、陽光台
26 火 唐鐘１～９
27 水 唐鐘10・11、国分町１～３、下府町４～６・８
28 木 下府町１～３、上府町伊甘
29 金 上府町、上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６

指
定
ご
み
袋
の
切
離
し
方

に
つ
い
て

　

現
在
販
売
し
て
い
る
指
定
ご
み

袋
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
「
切
り
離
し
づ
ら
い
」「
切

り
離
す
と
き
に
裂
け
て
し
ま
う
」

「
切
り
離
す
の
に
非
常
に
力
が
要

る
」
な
ど
、
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
燃
や
せ
る
ご
み
袋
（
緑

色
）
は
、
エ
コ
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
の
破
袋
作
業
の
都
合
上
、

ほ
か
の
種
類
の
ご
み
袋
よ
り
も
若

干
裂
け
や
す
い
素
材
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
切
離
し
方
に
よ
っ
て
は

裂
け
る
、
あ
る
い
は
破
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
点
に
注
意
の
上
、
切
り
離
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
も
と

に
、
ご
み
袋
の
製
造
発
注
の
際
、

よ
り
使
用
し
や
す
い
ご
み
袋
と
な

る
よ
う
改
善
に
努
め
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

切
り
離
す
と
き
の
注
意
点

◎　

な
る
べ
く
切
離
し
部
分
（
ミ

シ
ン
目
）
の
近
く
を
持
っ
て
切

り
離
し
て
く
だ
さ
い
。

◎　

ま
ず
、
切
離
し
部
分
で
あ
る

袋
の
持
ち
手
２
か
所
（
ミ
シ
ン

目
の
と
こ
ろ
）
の
う
ち
、
一
方

を
切
り
離
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
ま
だ
切
り
離
れ
て
い
な
い

も
う
一
方
の
持
ち
手
（
ミ
シ
ン

目
の
と
こ
ろ
）
の
近
く
を
再
度

両
手
で
持
ち
直
し
、
引
っ
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

◎　

切
離
し
始
め
（
ミ
シ
ン
目
の

先
端
）
に
１
番
力
が
必
要
で
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
無
理
矢
理
、
一
気
に
切
り
離

そ
う
と
す
る
と
、
よ
り
力
が
必

要
と
な
り
、
片
方
の
袋
が
破
れ

て
し
ま
う
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
内
線
２
２
３
・
２
２
４
）

※　雨天などによる中止の場合、町内会長からの連絡により
土曜日に実施することができます。（本庁くらしと環境課）

今日からおうちで省エネ !!【温水洗浄便座の巻】
～二酸化炭素（ＣＯ ₂）の排出を減らして、地域温暖化を防ごう！～

　便座暖房を、１年を通してつけっぱなしにして
いませんか？ここでちょっと便座暖房の使い方を
見直してみましょう。環境にやさしいだけでなく、
家計にもおトクです。
☆使わないときはフタを閉めましょう
　年間で電気34.90kWhの省エネ　約770円の節約
　原油換算8.79ℓ　ＣＯ₂削減量15.8㎏
※　貯湯式：フタを閉めた場合と、開けっぱなし

の場合との比較
☆便座暖房の温度は低めにしましょう
　年間で電気26.40kWhの省エネ　約580円の節約
　原油換算6.65ℓ　ＣＯ₂削減量12.0㎏
※　貯湯式：便座の設定温度を一段階下げた（中

→弱）場合（冷房期間は便座暖房を切ります）
☆洗浄水の温度は低めにしましょう
　年間で電気13.80kWhの省エネ　約300円の節約
　原油換算3.48ℓ　ＣＯ₂削減量6.3㎏

※　貯湯式：洗浄水の温度設定を年間一段階下げ
た（中→弱）場合

※　暖房期間：周囲温度11℃　中間期：周囲温度
18℃　冷房期間：周囲温度26℃

【一口メモ】
・温水洗浄便座は、「貯湯式」「瞬間式」がありま

す。特徴を知って商品を選びましょう。
貯湯式　タンクの中の水をヒーターで温める方式

で、一度にたっぷりのお湯で洗浄することがで
きる。お湯を保温するための電力が必要。

瞬間式　タンクがなく、使用のたびに水を瞬間湯
沸器で温める。温水を保温する電力は不要のた
め、｢貯湯式｣ より消費電力は小さくなるが、
お湯の量が限られ、瞬間的に大きな電力が必要。

・温水洗浄便座は、寒い季節だけ使いましょう。
出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エネ大

事典2009年２月版】　   （本庁くらしと環境課）
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井
戸
水
を
飲
用
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ

　

安
心
し
て
井
戸
水
を
飲
む
た
め

に
井
戸
の
適
正
な
管
理
に
心
掛
け
、

水
質
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

施
設
は
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う

　

井
戸
な
ど
の
水
源
や
そ
の
周
辺

を
定
期
的
に
点
検
・
清
掃
し
、
常

に
清
潔
に
保
つ
よ
う
心
掛
け
、
汚

水
や
動
物
の
排
泄
物
が
入
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
異
常
を
認

め
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
本
庁
く
ら

し
と
環
境
課
ま
た
は
㈶
島
根
県
環

境
保
健
公
社
に
相
談
す
る
な
ど
し

て
、
水
道
法
で
定
め
ら
れ
た
項
目

の
う
ち
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
水

質
検
査
を
し
ま
し
ょ
う
。

水
質
検
査
で
安
全
確
認
を

毎
日
の
検
査

　

色
・
濁
り
・
臭
い
・
味
に
つ
い

て
異
常
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

飲
用
に
関
す
る
こ
と
の
確
認

　

１
年
以
内
ご
と
の
水
質
検
査
で
、

飲
用
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
水
道
法
で
定
め

ら
れ
た
項
目
に
準
じ
て
定
期
的
に

検
査
を
し
ま
し
ょ
う
。

汚
染
や
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
は

・
飲
用
し
て
い
る
水
が
、
人
の
健

康
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
場
合
は
、
直
ち
に

使
用
を
や
め
て
、
水
を
飲
ま
な

い
よ
う
利
用
者
な
ど
に
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

・
㈶
島
根
県
環
境
保
健
公
社
ま
た

は
浜
田
保
健
所
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

・
原
因
を
調
査
し
、
原
因
を
取
り

除
い
た
後
は
、
水
質
検
査
を
実

施
し
て
安
全
を
確
認
し
て
か
ら

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

㈶
島
根
県
環
境
保
健
公
社

（
☎
�
７
４
４
２
）

浜
田
保
健
所
衛
生
指
導
グ
ル
ー

プ
（
☎
�
５
５
５
７
）

犬
の
し
つ
け
方
教
室
を

開
催
し
ま
す

　

犬
の
習
性
や
病
気
な
ど
に
つ
い

て
正
し
い
理
解
を
得
て
、人
と
ペ
ッ

ト
の
良
好
な
関
係
を
築
き
ま
せ
ん

か
？
現
在
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
人

以
外
に
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
お
う
と

し
て
い
る
人
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。
な
お
、会
場
の
都
合
に
よ
り
、

犬
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
10
月
31
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん

内
容　
犬
の
病
気
の
説
明
・
犬
の

手
入
れ
な
ど
の
相
談
・
犬
の
し

つ
け
方
の
講
義

講
師　
獣
医
師
・
獣
医
看
護
師
・

訓
練
士

定
員　
先
着
30
人

申
込
締
切
日　
10
月
20
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
く
ら
し

と
環
境
係
（
☎
内
線
２
１
８
・

２
２
１
）

は
ま
だ
マ
イ
バ
ッ
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

古
着
・
古
布
の

分
別
収
集
を
し
ま
す

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
に
よ
る
レ

ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め
、「
は
ま
だ
マ
イ
バ
ッ
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
や
ご
み
の
減

量
化
の
た
め
に
、
マ
イ
バ
ッ
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
！

実
施
期
間

　

10
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
店
で
、
買

物
時
に
レ
ジ
袋
を
断
る
ご
と
に
、

専
用
台
紙
に
ス
タ
ン
プ
を
１
つ
押

し
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
を
５
つ
集
め

て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
地
元
特

産
品
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

（
１
人
何
回
で
も
応
募
で
き
ま

す
）。

実
施
期
間　
10
月
22
日
㈮
～
12
月

16
日
㈭

　

家
庭
の
タ
ン
ス
・
押
入
に
眠
っ

て
い
る
衣
類
（
古
着
・
古
布
）
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
古
着
・
古
布
の
分
別

収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
の

減
量
化
・
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
の

た
め
、
古
着
・
古
布
の
分
別
収
集

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
し
方　

必
ず
市
指
定
ご
み
袋

（
ペ
ッ
ト
・
プ
ラ
用
、か
ん
用
、

び
ん
用
）
に
入
れ
て
、
古
着
・

古
布
収
集
場
所
に
直
接
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

※　

指
定
ご
み
袋
以
外
の
袋
・
レ

ジ
袋
・
紙
袋
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
に

は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
毛
布
は
袋
に
入
ら
な
い

場
合
に
は
、
広
が
ら
な
い
よ
う

ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
参
加
店
に
備
付
け

の
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
内
は
ま

だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
内
線
２
１
８
）

収
集
期
間
・
収
集
場
所
・
時
間

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
古
着
・
古
布
収

集
場
所
一
覧
表
」
で
各
収
集
場
所

の
収
集
期
間
・
時
間
・
休
日
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

古
着
・
古
布
収
集
場
所
は
既

存
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

収
集
す
る
も
の

衣
類
（
ゴ
ム
製
品
・
作
業
服
・

着
物
は
除
く
。）・
シ
ー
ツ
・
タ

オ
ル
・
毛
布
・
ハ
ン
カ
チ
・
く

つ
し
た

※　

必
ず
洗
濯
し
て
、
し
っ
か
り

乾
燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※　

ボ
タ
ン
や
フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど

は
取
り
外
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

収
集
し
な
い
も
の

ふ
と
ん
・
座
ぶ
と
ん
・
マ
ッ
ト

レ
ス
・
じ
ゅ
う
た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ

ト
・
雨
か
っ
ぱ
・
帽
子
・
か
ば

ん
・
カ
ー
テ
ン
・
ゴ
ム
製
品
の

衣
類
・
作
業
服
・
着
物

※　

汚
れ
や
傷
み
の
ひ
ど
い
も
の
、

濡
れ
て
い
る
も
の
は
収
集
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
燃
や
せ
る
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
内
線
２
２
３
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）
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収集期間 所在地 事業所名 収集場所 収集時間 休日

10月22日㈮～
12月16日㈭

殿町 市役所本庁 １階正面入口横 8:30～17:00 土・日・祝日
国分町 国府公民館 通路

9:00～17:00
祝日

熱田町 長浜公民館（マリン交流センター）
入口右側

周布町 周布公民館
内村町 美川公民館 入口
西村町 大麻公民館 窓口

土・日・祝日
下有福町 国府公民館有福分館 正面入口

金城町下来原 市役所金城支所 庁舎１階と老人福祉セ
ンターの間の通路 8:30～17:00

旭町今市 市役所旭支所 市民福祉課
旭町木田 木田ふれあい店舗 店舗内

9:00～17:00

日
旭町和田 旭和田郵便局 ロビー 土・日・祝日
旭町都川 都川公民館

玄関
火・金のみ開館

旭町市木 市木公民館 土･日･祝日
弥栄町長安本郷 市役所弥栄支所

１階玄関
8:30～17:00

なし
弥栄町木都賀 市役所弥栄支所杵束出張所

土･日･祝日

三隅町三隅
市役所三隅支所 １階正面入口

三隅公民館 公民館内 9:00～17:00 月・祝日・臨時
休館日

10月22日㈮～
28日㈭

浅井町 ラ･ぺアーレ浜田 玄関 9:00～17:00 なし
下府町 ＪＡいわみ中央浜田東支所 入口右側 8:30～15:00 土･日･祝日

10月22日㈮～
11月４日㈭

三隅町岡見 岡見公民館 公民館内
9:00～17:00 月・祝日・臨時

休館日三隅町湊浦 三保公民館 ロビー

10月29日㈮～
11月４日㈭

高田町 ジュンテンドー浜田店 エスカレーター横
サービスコーナー横 9:00～20:00 なし

長浜町 ＪＡいわみ中央長浜事業所 事務所裏ふれあい
長浜市場 8:30～17:00 土･日･祝日

10月29日㈮～
11月11日㈭ 金城町追原 美又公民館 玄関 8:30～17:00 なし

11月５日㈮～
11日㈭

長沢町 服部タイヨー長沢店 園芸用土売り場入口 9:30～17:30 なし
上府町 ＪＡいわみ中央上府事業所 横入口右側 8:30～17:00 土･日･祝日

11月５日㈮～
18日㈭

金城町波佐 波佐公民館 玄関 8:30～17:00 月･木･日･祝
三隅町井野 井野公民館

公民館内 9:00～17:00 月･祝日･臨時休
館日三隅町下古和 黒沢公民館

11月12日㈮～
18日㈭

浅井町 ダップス 入口 6:00～20:00㈪～㈯
8:00～20:00㈰ なし

野原町 市総合福祉センター １階ロビー奥
8:30～17:00

弥栄町長安本郷 ＪＡいわみ中央弥栄支所 窓口 土・日・祝日
11月12日㈮～

25日㈭ 金城町小国 小国公民館 玄関 8:30～17:00 月・日・祝日

11月19日㈮～
25日㈭

松原町 子育て支援センターすくすく 建物裏グランド側
勝手口 8:30～17:00 日･祝日

周布町 ナフコ浜田店 屋外ガーデニング
コーナー 8:00～19:30 なし

11月19日㈮～
12月２日㈭

金城町今福 今福公民館 多目的研修ホール 8:30～17:00 月･金･日･祝

三隅町折居 白砂公民館 玄関ロビー 9:00～17:00 月・祝日・臨時
休館日

11月26日㈮～
12月２日㈭

長沢町 ＪＡいわみ中央長沢事業所 ふれあい直売所内 8:30～17:00 土･日･祝日
周布町 スーパーセンタートライアル 東側入口 8:00～22:00 なし

11月26日㈮～
12月９日㈭ 金城町久佐 久佐公民館 玄関前 8:30～17:00 金・日・祝日

（木・土は午後休）

12月３日㈮～
９日㈭

黒川町 中国電力㈱浜田営業所 事務所１階受付 9:00～17:00
土・日・祝日

内田町 ＪＡいわみ中央美川事業所 営業所横倉庫 8:30～15:00

12月10日㈮～
16日㈭

港町 イズミゆめタウン浜田 立体駐車場４階
エレベーター横 9:30～22:00 なし

黒川町 ＪＡいわみ中央本所 西側非常階段下 8:30～17:00 土･日･祝日

古着・古布収集場所一覧表
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エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
会

参
加
者
募
集

地
球
と
財
布
に
や
さ
し
い
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
を
始
め
よ
う

　

地
球
に
優
し
い
運
転
（
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
）
技
術
を
習
得
し
て
、
乗

用
車
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
抑
制
し
、

燃
費
向
上
・
経
費
削
減
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

　

受
講
後
に
、
終
了
証
と
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
講
習
診
断
書
（
受
講
前
後

の
デ
ー
タ
な
ど
）
が
授
与
さ
れ
ま

す
。

日
時　
11
月
10
日
㈬

　

午
後
１
時
～
（
３
時
間
程
度
）

場
所　
は
ま
だ
自
動
車
教
習
所

定
員　
先
着
15
人

参
加
料　
無
料

申
込
締
切
日　
10
月
20
日
㈬

申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー

ル
で
氏
名
・
連
絡
先
・
Ａ
Ｔ
限

定
免
許
か
ど
う
か
を
記
入
の

上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

㈶
し
ま
ね
自
然
と
環
境
財
団
松

　

江
事
務
所
（
☎
０
８
５
２
�
５

　

２
６
０
・
▢ＦＡＸ
０
８
５
２
�
５
２

　

６
５
）

Em
ail:eco@

nature-sanbe.
jp

住
宅
入
居
者
募
集

旭
（
①
公
営
住
宅
・
②
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
）

受
付
期
間　
10
月
８
日
㈮
～
22
日

㈮

金
城
（
②
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）

受
付
期
間　
10
月
８
日
㈮
～
22
日

㈮
募
集
住
宅　
湯
屋
団
地
住
宅

間
取
り　
３
Ｄ
Ｋ

所
在
地　
下
来
原

建
設
年
度　
平
成
15
年
度

戸
数　
１
戸

家
賃　
４
５
、０
０
０
円

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

①
公
営
住
宅

・
現
在
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の

親
族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・

身
体
障
が
い
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者

な
ど
は
単
身
で
も
申
込
み
が
可

能
で
す
。）

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

で
あ
る
世
帯
。
た
だ
し
高
齢
者

世
帯
・
障
が
い
者
を
含
む
世
帯
・

子
育
て
世
帯
（
小
学
校
就
学
前

の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
）
な
ど

は
、
収
入
月
額
が
21
万
４
千
円

以
下
で
あ
る
世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員

の
年
間
総
所
得
（
前
年
分
）
か

ら
控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）
を
引

い
て
12
で
割
っ
た
額
で
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

②
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

・
現
在
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の

親
族
が
あ
る
人

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
を
超

え
、
48
万
７
千
円
以
下
で
あ
る

世
帯

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を

必
要
と
す
る
人

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収

入
基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

金
城
（
若
者
定
住
向
け
公
社
賃
貸

住
宅
）

受
付
期
間　
10
月
８
日
㈮
～
22
日

㈮
入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
家
賃
そ
の
ほ
か
居
住
に
必
要
な

経
費
の
支
払
が
確
実
に
履
行
で

き
る
人

・
家
賃
な
ど
の
支
払
に
つ
い
て
、

確
実
な
２
人
の
連
帯
保
証
人
が

あ
る
人

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
金
城
支
所
建
設
課

（
☎
�
１
２
３
６
）

敷金　家賃の月額の３か月分

住宅種別 募集住宅（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額
① 
公営住宅

あさひインターハイツ 
２号棟（３ＬＤＫ）

丸原

平成11年度

各１戸

20,300円～ 
　 39,800円

② 
特定公共 
賃貸住宅

あさひインターハイツ 
４号棟（２ＬＤＫ）

平成19年度 36,000円
あさひインターハイツ 
５号棟（２ＬＤＫ）
ニュー旭ヶ丘 
（３ＬＤＫ） 今市 平成８年度 ２戸 40,000円

戸数　各１戸  
家賃　30,000 円  
敷金　家賃の月額の３か月分 

募集住宅 
（間取り） 所在地 建設年度

グリーンハイツ 
（１ＬＤＫ） 下来原 平成６年度

今福団地 
（１ＬＤＫ） 今福 平成10年度

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

の
導
入
に
つ
い
て

　

米
穀
な
ど
に
関
し
、
食
品
衛
生

上
の
危
害
発
生
時
の
迅
速
な
回
収

や
経
路
遡そ

及き
ゅ
う

、
品
質
に
関
す
る
表

示
の
適
正
化
お
よ
び
円
滑
な
流
通

の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
平
成
21

年
４
月
に
「
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
制
度
」が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
事
業
者　
生
産
者
を
は
じ
め
、

対
象
品
目
と
な
る
米
・
米
加
工

品
の
販
売
・
輸
入
・
加
工
・
製

住
宅

産
業
・
地
域
活
性
化
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

造
ま
た
は
提
供
の
事
業
を
行
う

す
べ
て
の
事
業
者

対
象
品
目　
米
穀
（
玄
米
・
精
米

な
ど
）・
米
粉
や
こ
う
じ
な
ど

の
中
間
原
材
料
・
米
飯
類
・
も

ち
・
だ
ん
ご
・
米
菓
・
清
酒
・

単
式
蒸
留
焼
酎
・
み
り
ん

制
度
の
内
容　
米
穀
事
業
者
に
対

し
、
米
穀
な
ど
の
譲
受
け
・
譲

渡
し
な
ど
に
係
る
情
報
の
記
録

お
よ
び
産
地
情
報
の
伝
達
を
義

務
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

記
録
・
保
存
事
項

（
平
成
22
年
10
月
１
日
義
務
化
）

　

品
名
・
産
地
・
数
量
・
搬
入
搬

出
を
行
っ
た
年
月
日
・
取
引
先

名
・
搬
入
搬
出
を
行
っ
た
場
所

産
地
情
報
の
伝
達

（
平
成
23
年
７
月
１
日
義
務
化
）

【
事
業
者
間
に
つ
い
て
】

　

対
象
品
目
を
ほ
か
の
事
業
者
へ

譲
渡
す
る
場
合
に
、
伝
票
に
記
載

す
る
な
ど
産
地
情
報
の
伝
達
が
必

要
で
す
。

【
一
般
消
費
者
に
つ
い
て
】

　

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
に
基

づ
き
、
容
器
包
装
に
記
載
、
店
内

に
掲
示
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り

産
地
情
報
を
伝
達
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
法
に
よ
る
表
示
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、農
林
水
産
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m

aff.go.jp/j/
soushoku/keikaku/kom

e_
toresa/

問
い
合
わ
せ
先

島
根
農
政
事
務
所
食
糧
部
計
画

課
（
☎
０
８
５
２
�
７
３
１
１
）

浜
田
の
ご
ち
そ
う
料
理

～
表
彰
作
品
の
決
定
と

協
賛
店
の
募
集
～

　

魅
力
的
な
食
の
ま
ち
づ
く
り
と

地
産
地
消
の
推
進
を
目
的
に
、
浜

田
の
五ご

地ち

想そ
う

も
の
が
た
り
推
進
協

議
会
が
、
浜
田
な
ら
で
は
の
料
理

を
一
般
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
１
０

０
件
余
り
の
料
理
の
ア
イ
デ
ア
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
浜
田
の
食
の
魅
力
が

満
載
の
素
晴
ら
し
い
料
理
で
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
、
食
材
や
料
理
へ

の
応
募
者
の
想
い
な
ど
を
参
考
に
、

次
の
４
つ
の
分
野
で
、
協
議
会
が

入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
地
元
食
文
化
に
根
ざ
す
料
理
】

・
ど
ん
ち
っ
ち
（
角
）
寿
司

・
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
め
し

【
食
材
の
こ
だ
わ
り
料
理
】

・
浜
田
産
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス

・
か
じ
め
の
み
そ
汁

【
斬
新
な
創
作
料
理
】

・
ぼ
べ
の
ク
リ
ー
ム
リ
ゾ
ッ
ト

・
ど
ぶ
ろ
く
＆
ど
ん
ち
っ
ち
コ
ラ

ボ
２
Ｗ
Ａ
Ｙ
（
ど
ぶ
ろ
く
と

の
ど
ぐ
ろ
の
２
通
り
の
味
わ
い

方
）

【
ご
当
地
グ
ル
メ
】

・
水
高
カ
レ
イ
バ
ー
ガ
ー

・
ア
ジ
餃
子

　

応
募
の
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
、
入
賞
し
た
料
理

の
表
彰
式
に
合
わ
せ
て
試
食
会
を

開
催
し
、
そ
の
中
で
最
優
秀
賞
を

決
定
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
協
議
会
で
は
、「
地
産

地
消
と
お
も
て
な
し
の
心
」を
テ
ー

マ
に
、
浜
田
の
旬
の
食
材
や
食
文

化
に
こ
だ
わ
っ
た
ご
ち
そ
う
料
理

を
提
供
し
て
も
ら
え
る
お
店
を
募

集
中
で
す
。
応
募
条
件
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
提
供
す
る
料
理
の
価
格
は
、
税

抜
き
千
四
百
円
・
二
千
八
百
円

と
す
る（
千
四
百
円
の
料
理
は
、

予
約
な
し
で
い
つ
で
も
提
供
で

き
る
こ
と
。
た
だ
し
食
数
の
限

定
は
か
ま
わ
な
い
）。

・
主
な
食
材
は
、
浜
田
市
で
生
産

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
使
用
さ
れ
て
い
る
食
材
や
料
理

の
こ
だ
わ
り
を
き
ち
ん
と
お
客

様
に
伝
え
る
こ
と
。

・
メ
ニ
ュ
ー
作
り
の
参
考
と
し
て
、

協
議
会
か
ら
応
募
料
理
の
情
報

を
提
供
す
る
。

　

協
賛
店
は
、
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
取
り
上
げ
る
ほ
か
、

の
ぼ
り
旗
の
提
供
や
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　

協
賛
店
の
公
開
は
、
10
月
中
旬

か
ら
随
時
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
観
光
振
興
課
内
浜
田
の
五

地
想
も
の
が
た
り
推
進
協
議
会

事
務
局
（
☎
内
線
４
３
５
）

浜田産ブイヤベース

浜
田
市
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
に
つ
い
て

　

現
在
、
市
で
は
過
疎
化
・
高
齢

化
に
伴
い
空
き
家
が
増
え
続
け
て

い
ま
す
。こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

地
域
の
人
口
減
少
に
ま
す
ま
す
拍

車
が
か
か
り
、
活
力
が
低
下
す
る

だ
け
で
な
く
、
景
観
上
や
防
犯
・

防
災
上
か
ら
も
、
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
使
用
予
定
の
な
い
空

き
家
に
つ
い
て
、「
借
り
て
ほ
し

い
・
貸
し
て
も
よ
い
・
売
っ
て
も

よ
い
」
と
い
う
人
に
、
積
極
的
に

空
き
家
登
録
を
し
て
も
ら
い
、
利

用
希
望
者
に
情
報
提
供
を
行
い
、

空
き
家
の
有
効
な
活
用
が
で
き
る

よ
う
「
浜
田
市
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

情
報
提
供
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
定
住
対
策
課

（
☎
内
線
２
５
６
・
２
５
７
）
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

市
民
協
働
活
性
化
支
援
事
業

を
募
集
し
ま
す
（
第
２
回
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
実

施
す
る
次
の
事
業
に
対
し
て
助
成

し
ま
す
。

１　

社
会
貢
献
に
関
す
る
事
業

２　

人
材
育
成
に
関
す
る
事
業

３　

芸
術
文
化
の
振
興
に
関
す
る

事
業

補
助
対
象
要
件　
市
内
に
住
所
が

あ
る
人
ま
た
は
所
在
す
る
団
体

が
行
う
も
の
で
、
次
に
掲
げ
る

要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

事
業
。
た
だ
し
、
政
治
団
体
お

よ
び
宗
教
団
体
が
行
う
事
業
ま

た
は
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

は
除
き
ま
す
。

１　

市
民
が
主
体
的
に
参
画
し
て

行
う
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
あ
る

こ
と

２　

事
業
実
施
に
よ
る
波
及
効
果

が
大
き
い
こ
と

助
成
の
範
囲　
助
成
金
額
は
、
事

業
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
３
分

の
１
以
内
と
し
、
30
万
円
を
上

限
と
し
ま
す
。

※　

団
体
な
ど
の
経
常
的
な
事
業

や
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
事
業

は
対
象
外
で
す
。

※　

申
請
状
況
に
よ
っ
て
は
、
交

付
決
定
額
を
減
額
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　
10
月
１
日
㈮
～
29
日

㈮
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課
地
域
振
興
係

（
☎
内
線
３
４
３
）

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
開
催
を

支
援
し
ま
す

　

市
内
の
施
設
を
会
場
と
し
て
開

催
す
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
（
各
種

会
議
・
学
会
・
研
究
大
会
な
ど
）

の
誘
致
に
あ
た
り
、
主
催
者
に
補

助
金
を
助
成
し
ま
す
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
促
進
事
業

助
成
要
件　
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
も
の
。
た
だ
し
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
を
目

的
と
し
た
補
助
金
で
あ
る
た
め
、

既
に
実
施
が
決
ま
っ
て
い
る
も

の
は
対
象
外
で
す
。

・
市
内
の
施
設
を
会
場
と
し
て
開

催
す
る
も
の

・
開
催
規
模
が
、
県
大
会
規
模
も

し
く
は
同
等
程
度
以
上
の
も
の

・
市
内
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す
る

延
べ
人
数
が
25
人
以
上
で
あ
る

こ
と

・
産
業
・
学
術
・
文
化
ま
た
は
芸

術
の
振
興
に
寄
与
す
る
も
の

・
営
利
を
主
た
る
目
的
に
す
る
も

の
で
な
い
こ
と

・
政
治
目
的
ま
た
は
宗
教
的
活
動

の
た
め
の
も
の
で
な
い
こ
と

・
集
団
的
に
ま
た
は
常
習
的
に
暴

力
的
不
法
行
為
を
行
う
お
そ
れ

の
あ
る
組
織
の
利
益
に
な
る
も

の
で
な
い
こ
と

・
主
催
者
が
国
・
地
方
公
共
団
体

で
な
い
こ
と

・
市
か
ら
ほ
か
の
補
助
金
な
ど
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
そ
の
ほ
か
市
長
が
適
当
と
認
め

る
も
の

申
込
方
法　
申
込
み
は
、
随
時
受

け
付
け
ま
す
。
会
議
な
ど
を
開

催
す
る
１
か
月
前
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

補
助
金
の
総
額
は
、
予
算
の

範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
観
光
振
興
課

（
☎
内
線
３
５
５
）

市
税
は
納
期
限
内
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す

　

市
税
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の

貴
重
な
財
源
で
す
。
市
税
を
有
効

に
使
う
た
め
、
納
期
限
内
の
自
主

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
期
限
内
に
納
め
て
も
ら
う
た
め

に
口
座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
　

一
度
手
続
を
す
る
と
、
口
座
を

解
約
し
た
り
、
納
税
義
務
者
が
変

わ
ら
な
い
限
り
、
翌
年
度
以
降
も

継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ

が
な
く
便
利
で
す
。
ま
た
、
納
付

額
が
通
帳
に
記
載
さ
れ
る
た
め
、

納
付
記
録
に
も
な
り
ま
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

　

預
貯
金
通
帳
・
印
鑑
（
通
帳
に

使
用
の
も
の
）

手
続
の
場
所

　

山
陰
合
同
銀
行
・
い
わ
み
中
央

農
業
協
同
組
合
・
島
根
銀
行
・

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
漁
業
協
同
組
合
・

島
根
益
田
信
用
組
合
・
中
国
労

働
金
庫
・
日
本
海
信
用
金
庫
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口
座
振
替
の
開
始
時
期

　

申
込
み
の
翌
月
以
降
の
納
期
分

か
ら
の
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す

（
た
だ
し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ

い
て
は
、
申
込
み
が
20
日
以
降
の

場
合
は
、
翌
々
月
分
か
ら
と
な
り

ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
徴
収
課

（
☎
内
線
２
１
３
・
２
１
５
）

冷
蔵
倉
庫
用
家
屋
を
持
っ
て

い
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
非
木
造
の

冷
蔵
倉
庫
（
保
管
温
度
が
10
℃
以

下
に
保
た
れ
る
倉
庫
）
の
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
、
評
価
額
の
計
算

方
法
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
非
木
造
の
「
冷
蔵
倉

庫
」に
つ
い
て
は「
一
般
の
倉
庫
」

と
同
じ
取
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
「
冷

蔵
倉
庫
」
は
「
一
般
の
倉
庫
」
に

比
べ
て
家
屋
の
評
価
額
が
早
く
減

少
す
る
計
算
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
非
木
造
の
冷

蔵
倉
庫
を
確
認
す
る
た
め
、
市
内

に
所
有
し
て
い
る
倉
庫
が
次
の
要

件
に
す
べ
て
該
当
す
る
人
は
、
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
現
地
を
確
認

補助金額
市内宿泊施設の

宿泊者数（延べ人数）
補助金額
（円）

25～ 49 50,000
50～ 99 100,000
100～149 200,000
150～ 300,000

※　申請状況によっては、交付決定額
が減額となる場合もあります。

税
務
・
納
税
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市税・国民健康保険料（税）・
後期高齢者医療保険料

夜間納付窓口を開設します
　市税・国民健康保険料（税）・後期高齢
者医療保険料の納付・納付相談について、
平日夜間窓口を開設します。仕事などで日
中の納付・納付相談が困難な人や納め忘れ
ていた人は、ぜひ利用してください。
期間　10月25日㈪・26日㈫・28日㈭・29日㈮
　午後５時30分～７時30分
場所　市役所本庁２階徴収課⑰番窓口
※　本庁川側地階入口からお入りください。
問い合わせ先

本庁徴収課
（☎内線２１３・
２１５）

し
、
平
成
24
年
度
か
ら
変
更
適
用

し
ま
す
。

要
件

１　

倉
庫
は
、
非
木
造
（
木
造
以

外
）
で
あ
る
こ
と

２　

保
管
温
度
が
常
に
10
℃
以
下

に
保
た
れ
る
倉
庫
で
あ
る
こ
と

３　

倉
庫
そ
の
も
の
に
冷
蔵
機
能

を
備
え
て
い
る
こ
と

※　

建
物
自
体
が
冷
蔵
倉
庫
と

な
っ
て
い
る
も
の
（
建
物
床
面

積
の
50
％
以
上
の
部
分
）
が
対

象
で
す
。
常
温
倉
庫
内
に
プ
レ

ハ
ブ
式
冷
蔵
庫
や
業
務
用
冷
蔵

庫
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
場
合

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
資
産
税
第
一
・
第

　

二
係
（
☎
内
線
２
３
３
・
２
３

　

４
・
２
３
６
・
２
３
７
）

旭
自
治
区
の
固
定
資
産
税
の

税
率
が
変
わ
り
ま
す

　

旭
自
治
区
に
所
在
す
る
資
産
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
（
平
成
22
年

度
）
ま
で
税
率
を
１
・
４
％
と
す

る
不
均
一
課
税
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
来
年
度
（
平
成
23
年
度
）
か

ら
は
、
ほ
か
の
自
治
区
と
同
様
に

１
・
５
％
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
旭
自
治
区
に
資
産

を
持
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
高
く

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
第
一
・
第

二
係
（
☎
内
線
２
３
３
・
２
３

４
・
２
３
６
・
２
３
７
）

10
月
は
里
親
月
間
で
す

～
子
ど
も
た
ち
に

　
　
　
　
家
庭
の
ぬ
く
も
り
を
～

　

様
々
な
事
情
に
よ
り
、
家
族
と

一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
こ
う

し
た
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
に

迎
え
入
れ
、
家
庭
的
な
環
境
の
中

で
愛
情
を
込
め
て
養
育
す
る
の
が

里
親
で
す
。

　

里
親
の
家
庭
で
愛
情
に
包
ま
れ

て
家
族
の
一
員
と
し
て
暮
ら
す
こ

と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
一
人

の
人
間
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、
愛

さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
持
ち

な
が
ら
育
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

～
あ
な
た
に
も

　
　
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
～

　

里
親
に
な
る
た
め
に
は
特
別
な

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必

要
な
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
、
里

親
を
希
望
す
る
人
と
そ
の
同
居
人

が
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い
こ
と
、

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い
こ
と

が
必
要
で
す
。
子
ど
も
が
好
き
で
、

愛
情
と
熱
意
を
持
っ
て
真
心
を
込

め
て
養
育
し
て
も
ら
え
る
人
、
ま

た
、
長
期
の
養
育
だ
け
で
な
く
、

１
週
間
、
１
か
月
間
と
い
っ
た
短

期
間
の
養
育
が
で
き
る
人
も
求
め

て
い
ま
す
。

　

里
親
制
度
に
関
心
が
あ
る
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
児
童
相
談
所

（
☎
�
３
５
６
０
）

不
妊
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

不
妊
に
対
す
る
正
し
い
知
識
や

情
報
の
提
供
を
行
う
ほ
か
、
不
妊

の
悩
み
に
つ
い
て
、
医
師
・
当
事

者
の
話
を
聞
い
た
り
、
当
事
者
同

士
が
語
り
合
っ
た
り
す
る
場
を
設

け
ま
す
。

日
時　
10
月
16
日
㈯

講
演
会
・
交
流
会

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
20
分

専
門
医
師
に
よ
る
個
別
相
談

　

午
前
10
時
40
分
～
午
後
４
時
20

分
（
要
予
約
）

※　

１
組
15
分
程
度
で
、
時
間
は

申
込
み
後
に
調
整
し
ま
す
。

場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
２
階

※　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/kenko/

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

県
健
康
推
進
課

（
☎
０
８
５
２
�
５
３
２
４
）

固定資産税額の算出方法
　固定資産税の税額は、課税標準額に税率を
乗じた額となります。平成23年度から税率が
変わることにより、次のとおり税額が高くな
ります。
（例）課税標準額が1,000,000円の場合
　　　　　　課税標準額 × 税 率 ＝ 税 額
平成22年度　1,000,000円 × 1.4％ ＝ 14,000円
平成23年度　1,000,000円 × 1.5％ ＝ 15,000円
固定資産税の税額が1,000円の増額となります。

子
育
て
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独
身
男
女
出
会
い
応
援
事
業

～
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

市
で
は
、
男
女
の
出
会
い
を
応

援
す
る
事
業
と
し
て
、セ
ン
ス
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
第
一
印
象
を
良

く
す
る
た
め
の
コ
ツ
、
出
会
い
で

の
マ
ナ
ー
、
好
感
度
を
上
げ
る
た

め
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い

て
、
自
分
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

さ
ら
に
磨
く
も
の
で
す
。

　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
内
・
男
女
別

会
場
で
行
い
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後

に
は
、
参
加
者
に
よ
る
交
流
会
も

行
い
ま
す
。

対
象　
成
人
の
独
身
男
女
、
お
お

む
ね
45
歳
ま
で
（
た
だ
し
、
学

生
は
除
き
ま
す
。）

日
時　
11
月
13
日
㈯

　

午
後
２
時
30
分
～
４
時
40
分

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

定
員　
男
女
各
15
人
（
予
定
）

※　

セ
ミ
ナ
ー
・
交
流
会
と
も
参

加
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。
応

募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。

料
金　
男
性
４
、
５
０
０
円

　
　
　

女
性
３
、
５
０
０
円

（
セ
ミ
ナ
ー
・
交
流
会
費
な
ど
）

申
込
締
切
日　
10
月
22
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
お

よ
び
各
支
所
市
民
ロ
ビ
ー
に
あ

10月10日は「目の愛護デー」

　「10　10」を横にすると眉と目の形に見える
ことから、毎年10月10日は、「目の愛護デー」
とされています。この機会にもう一度、家族で
目を大切にするにはどうしたらよいか考えてみ
ましょう。

目はどうして見えるのでしょう？

　黒目のまん中にある瞳孔から光が入り、その
回りにある虹彩で、瞳孔を大きくしたり、小さ
くしたりして目に入ってくる光の量を調節して
います。そして、カメラのレンズにあたる水晶
体を通り、目の一番奥にあるフィルムにあたる
網膜に色や形を映し出します。網膜に映った形
や色は脳に送られ、これを脳が調整し、景色や
形が見えるようになるのです。

目が悪くなるってどういうこと？

　ものを見るときには、レンズ（水晶体）を調
節する筋肉（毛様体）で、レンズの厚さを自動
的に変えて、ピントを合わせています。近視の
人は遠いところを見たときにピントが合わなく
て、ぼんやりとしか見えません。それは、遠く
を見るときにレンズを調節する筋肉が十分に働
かなくなってしまうことで、遠くから入ってき
た光が網膜よりも前でピントを結んでしまうか
らです。目の機能自体は３歳から６歳にかけて
完成するといわれています。この時期にゲー
ムやパソコン、ビデ
オなど近くを見る作
業を長く続けている
と、近くにしかピン
トが合わない目にな
りやすいので注意が
必要です。

※　次回11月号は、『健康』についてのコラムを掲載します。

子どもの視力低下の原因の１つは
「ゲーム」です
　近頃は、ゲーム機による子どもの視力低下が多
くみられます。同じゲーム機でもテレビゲームよ
りは、携帯型ゲームのような小さい画面を手元に
引き寄せて熱中する方が、目のためにはよくあり
ません。その理由は、
　１．目との距離が近すぎる。
　２．寝転んでしやすい。
　３．熱中しすぎてまばたきをしなくなり、ドラ

イアイの原因になりやすい。
　４．限られた範囲だけを見ているため、眼球を

動かすことが少なくなり、目全体の運動機
能が低下する。

などがあげられます。ゲームは時間を決める、視
力低下が認められた場合は一時禁止にするなどの
対策も必要になってきます。

目を大切にしよう

　大切な目を守るために、目の健康管理をするこ
とはとても大切です。次のことに気を付け、生き
生きとした目をいつまでも持ち続けましょう。
・勉強や読書は正しい姿勢で行い、１時間したら
10分間ぐらい遠くを見たりして目を休ませる。

・照明は明るすぎたり、暗すぎたりしないように
する。

・目の症状をやわらげるために、体を動かし、緊
張をほぐす。

・テレビゲームは30分以上続けないようにする。
・目の健康によい栄養素が多く含まれている緑黄
色野菜などを十分に取り入れた食生活を心掛け
る。

（市金城支所市民福祉課）

コラムコラム子 育 て
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
後
日
、
参
加
者
へ

案
内
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
【
〒
６

　

９
７ｰ

０
０
２
１　

松
原
町
２

　

３
５ｰ

１
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
２
５

　

３
）】

E
m
a
il:k

o
s
o
d
a
te

@
c
ity

.
ham

ada.shim
ane.jp

休
日
保
育
事
業
に
つ
い
て

　

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
の
保
育
が

必
要
な
児
童
に
対
し
、
休
日
保
育

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
児
童　
保
護
者
の
就
労
形
態

な
ど
に
よ
る
や
む
を
得
な
い
事

情
の
た
め
、
日
曜
日
お
よ
び
祝

日
に
お
い
て
保
育
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
就
学
前
の
児
童
（
日

曜
日
お
よ
び
祝
日
に
お
い
て
、

通
常
の
保
育
所
入
所
の
要
件
に

該
当
す
る
児
童
）
と
し
ま
す
。

な
お
、
市
内
の
保
育
所
に
通
所

し
て
い
る
市
外
在
住
の
児
童
も

対
象
と
し
ま
す
。

実
施
場
所

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
く

す
く
」

実
施
日
時

　

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
（
12
月
30

日
～
翌
年
１
月
３
日
を
除
く
。）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30

分
申
込
方
法　
事
前
に
本
庁
子
育
て

支
援
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
福

祉
課
（
三
隅
支
所
は
福
祉
課
）

で
申
請
書
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
休
日
保
育
登
録

者
と
な
り
ま
す
。

利
用
方
法　
利
用
希
望
日
の
７
日

前
ま
で
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
１
２
５
３
）
に
電

話
で
利
用
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

施
設
の
受
入
人
数
や
児
童
の

年
齢
の
状
況
に
よ
り
、
利
用
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利
用
料　
利
用
年
度
の
４
月
１
日

現
在
の
年
齢
を
基
に
、
利
用
料

を
決
定
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
児
童

３
歳
未
満
児

　

日
額　

２
、
４
０
０
円

３
歳
以
上
児

　

日
額　

２
、
２
０
０
円

市
外
在
住
の
児
童

３
歳
未
満
児

　

日
額　

３
、
２
０
０
円

３
歳
以
上
児

　

日
額　

３
、
０
０
０
円

※　

利
用
料
の
中
に
は
、
お
や
つ

代
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
内
線
１
７
３
・
１
９
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

介
護
人
材
確
保・定
着
対
策

事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　

市
で
は
介
護
人
材
の
安
定
的
確

保
・
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
介
護
人
材
確
保
・
定
着
対
策

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容

　

新
卒
者
ま
た
は
現
在
介
護
職
場

に
従
事
し
て
い
な
い
人
を
介
護
職

員
と
し
て
雇
用
し
、
３
か
月
以
上

継
続
的
に
雇
用
し
た
市
内
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
対
し
、
支
度

金
お
よ
び
研
修
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
内
容

　

採
用
者
へ
支
度
金
と
し
て
１
人

に
つ
き
20
万
円
（
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
の
場
合
は
30
万
円
）
を
支
給
し

た
事
業
所
に
対
し
、
雇
用
後
３
か

月
経
過
後
に
採
用
者
１
人
に
つ
き

10
万
円
（
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
場

合
は
20
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
職
員
を
雇
用
し
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
研
修
会

な
ど
を
実
施
す
る
場
合
、
１
事
業

所
あ
た
り
10
万
円
を
限
度
に
そ
の

経
費
を
補
助
し
ま
す
。

事
業
実
施
予
定
期
間

　

平
成
24
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

　
（
平
成
23
年
12
月
31
日
採
用
分

ま
で
）

申
請
期
間

　

３
か
月
の
継
続
雇
用
期
間
満
了

日
か
ら
30
日
ま
た
は
満
了
日
の

属
す
る
年
度
の
３
月
31
日
の
い

ず
れ
か
早
い
日
ま
で

※　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
害
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
５
２
）

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推

進
月
間
で
す

臓
器
移
植
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
と
と
も

に
、
親
族
に
対
し
て
優
先
的
に
臓

器
提
供
す
る
意
思
を
書
面
で
表
示

で
き
ま
す
。

　

本
人
の
臓
器
提
供
の
意
思
が
不

明
な
場
合
も
、
家
族
の
承
諾
が
あ

れ
ば
臓
器
の
提
供
が
可
能
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
15
歳
未
満
の
人
か

ら
の
脳
死
状
態
で
の
臓
器
の
提
供

も
可
能
に
な
り
ま
す
。

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
が
新

し
く
な
り
ま
し
た

　

新
し
い
カ
ー
ド
は
、
市
役
所
・

保
健
所
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま

す
。

意
思
表
示
の
方
法

　

臓
器
を
「
提
供
し
た
い
」「
提

供
し
た
く
な
い
」
の
ど
ち
ら
の
意

思
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
登

録
や
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
・

シ
ー
ル
、
被
保
険
者
証
、
運
転
免

許
証
の
意
思
表
示
欄
へ
の
記
入
で

表
示
で
き
ま
す
。

　

家
族
へ
自
分
の
意
思
を
伝
え
て

話
し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

㈶
島
根
難
病
研
究
所
し
ま
ね
ま

ご
こ
ろ
バ
ン
ク
（
☎
０
８
５
３

�
２
５
５
６
）

健
康
・
福
祉
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

就
業
相
談
会（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）を
開
催
し
ま
す

難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

対
象　
将
来
就
業
を
希
望
す
る
看

護
職
員
な
ど

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

日
時　
10
月
13
日
㈬
・
11
月
10
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
県
看
護
協
会
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
そ
よ
か
ぜ
の
丘

（
☎
�
０
１
８
２
）

担
当
者　
森
川
友
子
さ
ん
（
県
看

護
協
会
再
就
業
相
談
員
）

問
い
合
わ
せ
先

　

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

　

地
域
に
は
難
病
で
苦
し
ん
で
い

る
患
者
が
お
ら
れ
ま
す
。
難
病
患

者
・
家
族
の
人
が
、
少
し
で
も
安

心
し
て
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、

何
が
で
き
る
か
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　
10
月
13
日
㈬

　

午
後
６
時
～
７
時
30
分

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

研
修
セ
ン
タ
ー

内
容　
「
難
病
」
っ
て
何
だ
ろ
う
・

ど
ん
な
病
気
で
、
何
が
問
題
か

「
難
病
」と
診
断
さ
れ
た
と
き
・

患
者
の
心
理
と
周
り
の
人
が
で

き
る
こ
と

講
師　
安
部
利
一
さ
ん
（
臨
床
心

理
士
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援

グ
ル
ー
プ　

中
村
さ
ん

（
☎
�
５
５
５
４
）

歩
く
健
康
づ
く
り
普
及
事
業

～
健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
野
原
～

　

自
分
の
ペ
ー
ス
で
気
持
ち
よ
く
、

自
然
の
中
を
歩
き
ま
せ
ん
か
？

　

当
日
は
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
健
康
・
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　
10
月
17
日
㈰

※　

雨
天
中
止
（
小
雨
決
行
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
～

出
発
時
間　
午
前
10
時

集
合
場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

コ
ー
ス　
３
㎞
コ
ー
ス
・
５
㎞
コ
ー

ス
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

参
加
費　
無
料

※　

保
険
料
は
浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
が
負
担
し
ま
す
。

※　

飲
み
物
・
タ
オ
ル
は
、
各
自

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
10
月
15
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９
５

０
７
‐
１
７
５
５
）

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
内
線
１
６
９
）

難
病
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

　

難
病
と
は
、
原
因
が
不
明
で
治

療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
病
気

で
、
患
者
・
家
族
の
人
は
、
闘
病

に
多
く
の
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
難

病
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
い
、

地
域
全
体
で
支
え
あ
え
る
こ
と
を

目
指
し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
人
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ　
地
域
で
ス
ク
ラ
ム
組
ん

で
助
け
合
お
う

日
時　
10
月
31
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
済
生
会
江
津
総
合
病
院
２

階
講
堂

講
演

演
題　
当
た
り
前
を
見
な
お
し
て

み
よ
う

講
師　
松
浦
和
敏
さ
ん（
24
年
間
、

難
病
患
者
の
妻
を
介
護
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

体
験
発
表
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援

グ
ル
ー
プ　

中
村
さ
ん

（
☎
�
５
５
５
４
）

40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
被
保
険

者
・
被
扶
養
者
全
員
が
対
象
で
す

　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の

前
段
階
で
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
発
見
す
る
た
め
の

検
査
で
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
に
よ
っ
て
年
１
回
実
施
さ
れ

ま
す
。腹
囲
の
測
定
な
ど
に
よ
り
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

該
当
者
と
そ
の
予
備
群
と
な
る
人

を
早
期
に
発
見
し
、
改
善
の
指
導

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い
た

め
に
も
、
ま
ず
は
特
定
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
健
康
保
険
の

人
は
本
庁
医
療
保
険
課
へ
、
被
用

者
保
険
の
人
は
持
っ
て
い
る
保
険

受
け
て
い
ま
す
か
？
特
定
健
診

年
に
１
度
は
必
ず
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

証
を
発
行
し
た
保
険
者
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

検
査
項
目

基
本
的
な
健
診
（
必
須
項
目
）

　

問
診
・
理
学
的
検
査
・
身
体
測

定
・
腹
囲
・
血
圧
測
定
・
脂
質

検
査
・
血
糖
検
査
・
肝
機
能
検

査
・
腎
機
能
検
査

詳
細
な
健
診
（
医
師
が
必
要
と
判

断
し
た
人
の
み
行
い
ま
す
。）

　

貧
血
検
査
・
心
電
図
検
査
・
眼

底
検
査

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
内
線
１
３
５
・
１
５
８
）

平
成
22
年
度
人
権
尊
重
標
語

の
募
集

　

人
権
意
識
の
高
揚
と
啓
発
に
活

用
す
る
た
め
、
人
権
尊
重
標
語
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
の

中
で
、
人
権
尊
重
の
精
神
を
強
く

訴
え
る
標
語
を
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象　
市
内
在
住
の
人

※　

小
・
中
学
生
は
、
学
校
を
通

じ
て
作
文
や
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
て
る
た
め
除
き
ま
す
。

保
険
・
医
療
・
年
金

人
権



23　　　広報はまだ：平成22年10月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

募
集
に
つ
い
て

　

市
で
は
、次
の
案
件
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

件
名　
浜
田
市
立
中
央
図
書
館（
仮

称
）
基
本
計
画
（
浜
田
市
図
書

館
建
設
検
討
委
員
会
中
間
答
申
）

募
集
期
間　
11
月
１
日
㈪
～
30
日

㈫
閲
覧
場
所

　

市
役
所
本
庁
生
涯
学
習
課
（
西

分
庁
舎
）

　

市
役
所
各
支
所
教
育
委
員
会
分

室

　

各
図
書
館
（
室
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課

（
☎
内
線
４
５
７
）

http://w
w
w
.city.ham

ada.
sh

im
a
n
e.jp

/m
a
ch

i/p
u
b
_

com
m
ent.htm

l

募
集
締
切
日　
10
月
31
日
㈰
（
当

日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　
は
が
き
に
標
語
（
１

人
３
点
以
内
）・
住
所
・
氏
名
・

ふ
り
が
な
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
な
ど　
12
月
の
人
権
週
間
に

合
わ
せ
て
入
賞
者
を
表
彰
し
、

『
広
報
は
ま
だ
』
に
掲
載
す
る

な
ど
、
市
民
の
意
識
啓
発
に
活

用
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

殿
町
１
番
地
（
☎
内
線
２
５
９
・

２
６
９
）】

人
権
問
題
講
演
会

　

人
権
課
題
の
重
要
な
柱
で
あ
る

同
和
問
題
に
つ
い
て
、
理
解
と
認

識
を
深
め
、
歴
史
を
学
び
直
し
、

差
別
に
気
付
き
、
差
別
を
許
さ
な

い
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
、
お
互
い
に
人

権
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
９
日
㈯

　

午
後
２
時
～
４
時
10
分

場
所　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室

演
題　
部
落
史
に
学
ぶ
Ⅱ
―
誠
実

を
胸
に
刻
み
、
未
来
を
語
る
た

め
に
―

講
師　
外
川
正
明
さ
ん
（
京
都
教

育
大
学
教
育
実
践
総
合
セ
ン

タ
ー
教
授
）

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
内
浜
田
自
治
区
人
権
・
同

和
教
育
推
進
協
議
会
事
務
局

（
☎
内
線
２
５
９
）

島
根
県
委
託
事
業・

み
ん
な
で
学
ぶ
人
権
事
業

第
６
回
べ
っ
ぴ
ん
寄
席

　

上
方
落
語
家
の
露
の
新
治
さ
ん

の
楽
し
い
噺は

な

し
と
語
り
で
、
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
、
太だ

い

神か
ぐ

楽ら

曲
芸
師
の
豊ほ

う

来ら
い

家や

玉た
ま

之の

助す
け

さ
ん
を
お
迎
え
し
ま

す
。
傘
回
し
や
皿
回
し
、
鞠ま

り

と
撥ば

ち

の
曲
芸
な
ど
、
古
く
か
ら
伝
わ
る

伝
統
芸
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
17
日
㈰

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場
所　
周
布
公
民
館

料
金　
無
料

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

べ
っ
ぴ
ん
の
会　

山
本
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
４
５
７
５
‐
３

７
７
５
）

三
隅
小
学
校
人
権
集
会

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
２
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
三
隅
小
学
校
体
育
館

演
題　
人
間
、
み
ん
な
ち
が
っ
て

み
ん
な
い
い
と
感
じ
ら
れ
る
世

界
を

講
師　

も
り
い
さ
む
さ
ん
（
み

す
ゞ
こ
う
ぼ
う
代
表
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
内
線
２
５
９
）

三
隅
小
学
校
（
☎
�
４
０
４
０
）

露の新治さん

豊来家玉之助さん

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
５
日
㈮

　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室

演
題　
ち
ょ
っ
と
心
を
か
し
て
く

れ
ま
せ
ん
か

講
師　
宮
崎
保
さ
ん
（
ヒ
ュ
ー
マ

ン
バ
ン
ド｢

熱
と
光｣

代
表
）

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
内
島
根
県
同
和
教
育
推
進

協
議
会
連
合
会
浜
田
ブ
ロ
ッ
ク

事
務
局
（
☎
内
線
２
４
２
）

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

ゆ
め
タ
ウ
ン

イ
ズ
ミ

原井小
●

●
浜田合同庁舎

至
三
隅

至
金
城

至
江
津

Ｒ
186
号

浜田
税務署浜

田
川御便殿

○〒

Ｒ９
号

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
23

年
４
月
に
小
学
校
入
学
予
定
の
子

ど
も
（
平
成
16
年
４
月
２
日
～
平

成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）
の
健
康
診
断
を
各
小
学
校

で
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
お
知
ら
せ
と
し
て
各
家
庭

に
「
平
成
23
年
度
入
学
予
定
者
健

康
診
断
実
施
通
知
書
」
を
10
月
上

旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

10
月
15
日
㈮
ま
で
に
通
知
書
が

届
か
な
い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
病
気
・
そ
の
ほ
か

の
事
情
で
就
学
が
困
難
な
場
合
も

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
学
校
教
育
課
学
事
保
健
係

（
☎
内
線
４
５
５
・
４
６
７
）

平
成
23
年
度
小
学
校
入
学

児
童
の
健
康
診
断
通
知
書

を
送
付
し
ま
す

発
見
！
浜
田
城

夜
神
楽
と
能
・
琴
の
世
界

　

浜
田
城
資
料
館
建
設
期
成
同
盟

会
で
は
、
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る

御ご

便べ
ん

殿で
ん

を
舞
台
に
し
て
、
神
楽
と

能
（
舞
囃
子
）・
琴
の
共
演
を
行

い
ま
す
。歴
史
的
な
環
境
の
中
で
、

日
本
文
化
の
世
界
を
感
じ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

日
時　
10
月
30
日
㈯

　

午
後
６
時
～
７
時
30
分

場
所　
御
便
殿
（
殿
町
）

※　

駐
車
場
あ
り
ま
す
。
市
役
所

方
面
か
ら
国
道
９
号
線
亀
山
橋

手
前
で
右
折
、約
１
０
０
ｍ
先
。

出
演

琴　
　

生
田
流
正
派
浜
田
雅
会

　
　
　

正
派
雅
映
会
浜
田
支
部

能　
　

浜
田
謡
曲
連
合
会

神
楽　

長
沢
神
楽
社
中

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
内
線
４
６
４
）

浜
田
国
際
交
流
協
会
か
ら

韓
国
サ
ロ
ン

（
映
画
「
牛
の
鈴
音
」
鑑
賞
会
）

中
国
サ
ロ
ン

（
山
東
省
め
ぐ
り
）

　

２
０
０
９
年
に
韓
国
で
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
と
し
て
は
最
高

の
３
０
０
万
人
の
観
客
を
集
め
た

話
題
作
「
牛
の
鈴
音
」
を
一
緒
に

鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。
長
年
一
緒
に

連
れ
添
っ
た
牛
と
お
爺
さ
ん
の
交

流
を
淡
々
と
描
き
、
現
代
を
生
き

る
私
た
ち
が
忘
れ
て
い
た
も
の
を

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
感
動
作
で

す
。
市
国
際
交
流
員
の
金
穂
原
さ

ん
が
簡
単
な
解
説
を
し
ま
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日
時　
10
月
15
日
㈮

　

①
午
前
10
時
～
正
午

　

②
午
後
７
時
～
９
時

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
各
30
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
10
月
14
日
㈭

　

今
年
、
中
国
か
ら
来
ら
れ
た
新

し
い
市
国
際
交
流
員
の
王
一
鳴
さ

ん
に
、
故
郷
の
山
東
省
に
つ
い
て

お
話
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
写
真

や
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
、
山

東
省
の
歴
史
・
食
べ
物
・
観
光
地

な
ど
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

中
国
の
お
茶
と
お
菓
子
も
用
意

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日
時　
10
月
22
日
㈮

　

午
後
７
時
～
８
時

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
20
人

料
金　
１
０
０
円
（
会
員
無
料
）

申
込
締
切
日　
10
月
21
日
㈭

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　

小
学
生
の
皆
さ
ん
、
今
年
も
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
？
外
国
か
ら
来
た
お

兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
た
ち
と
楽
し

い
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
！

　

当
日
は
、
仮
装
し
て
参
加
し
て

も
い
い
で
す
よ
。

対
象　
小
学
生

日
時　
10
月
30
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
30
人

料
金　
１
０
０
円

申
込
締
切
日　
10
月
27
日
㈬

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

ロ
シ
ア
語
講
座

　

浜
田
市
在
住
の
春
日
エ
レ
ナ
さ

ん
を
講
師
に
、
や
さ
し
い
ロ
シ
ア

語
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
ロ
シ

ア
語
未
経
験
者
も
大
歓
迎
で
す
！

対
象　
ど
な
た
で
も

日
時　
10
月
27
日
㈬
・
11
月
10
日

㈬
・
17
日
㈬
・
24
日
㈬
・
12
月

１
日
㈬
・
８
日
㈬
・
15
日
㈬
・

22
日
㈬

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
15
人

料
金　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

※　

別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要

で
す
。

申
込
締
切
日　
10
月
12
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑
さ

ん
（
☎
�
１
２
４
１
）
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　平成22年度の弥栄自治区成人式が８月15日㈰に弥栄会館で、三隅自治区成人式が８月14日㈯に三隅中央会館
で、それぞれ開催されました。

　弥栄自治区の成人式には、新成人７人が出席しました。
　式典では、浜田市長をはじめ多くの来賓からお祝いや激励の
言葉をいただき、新成人を代表して梅津友香さんが、「弥栄が
故郷であることを忘れず、いつまでも誇りを持ち郷土のために
尽くしていきたい」と誓いの言葉を述べました。
　式典終了後には会食が行われ、久しぶりに再会した友達とお
互いの近況を報告したり、思い出話に花を咲かせながら楽しい
時間を過していました。

　三隅自治区の成人式には、62人が出席しました。
　式典では、小学校卒業時の担任の先生の呼名に続き、
浜田市長をはじめ多くの人たちからお祝いや激励の言葉
をいただき、「社会人としての自覚を持ち責任ある行動
をとりたい」と、新成人を代表して池田有希さんが謝辞
を述べました。
　式典後に行われた第２部では、「メッセージを歌声と
ともに」と題して浜田市出身のオペラ歌手・志田尾恭子
さんのすばらしい歌声とピアニストの木林早さんのピア
ノ演奏とともに小・中学校時代の恩師からのビデオメッ
セージが上映され、思い出に残る成人式となりました。

誓いの言葉を述べる梅津友香さん

記念品を受け取る廣瀬直樹さん

記念品を受け取った河野美咲さん
「成人したという自覚を持って、責任あ
る行動をとりたい。」

謝辞を述べた池田有希さん
「育ててくれた両親に感謝し、人に誇れ
る人間になれるよう頑張りたい。」

すばらしい歌声とピアノ演奏を披露した
志田尾さんと木林さん

まちのわだい♥Town Topics

平成22年度 成人式(弥栄自治区・三隅自治区)平成22年度 成人式(弥栄自治区・三隅自治区)

弥栄自治区成人式

三隅自治区成人式
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　浜田広域圏子ども交流事業「夏休み！ふるさと体験・友だち
づくり」が８月26日㈭・27日㈮に１泊２日で開催され、浜田・
江津両市の小学校から４年生～６年生の児童計64人が参加しま
した。
　１日目は３コースに分かれ、海コース（三隅町）・神楽コー
ス（江津市桜江町）・川コース（旭町）を、２日目は少年自然の
家で野外炊飯（カレーライス作り）などを行いました。
　子どもたちは、郷土学習や体験活動を通じて交流を深めると
ともに、ふるさとの良さを再発見していました。

　スポーツをとおして地域活性化と交流の輪を広げようと、
「2010あさひライジングサンスポーツ王国」が８月21日㈯、22
日㈰の両日、旭公園で開催されました。
　雪合戦やゲートボール、社会人野球などの各種大会や、特設
ステージではヒップホップや園児のダンスなど多彩な催しが行
われ、たくさんの来場者でにぎわいました。

　８月22日㈰に、水や自然をテーマに自然環境に関心を持ち、
川の恩恵を知ってもらおうと、地域活動団体の「みず澄

す

まし三
隅」と弥栄町の「みず澄

す

ましやさか」が計画して三隅川河川敷
で「みすみ川フェスタ」が開催されました。
　参加した子どもたちは、ペットボトルで作ったいかだで、三
隅川くだりに挑戦したり、鮎やカニのつかみ獲りを体験。全身
びしょ濡れになりながら歓声を上げていました。
　また、三隅商店会による鮎の塩焼きやおにぎりなどが販売さ
れ、多くの人でにぎわい楽しい１日となりました。

　毎年、自分の体力を知って健康づくりにつなげようと、旭自
治区内の５会場で市民体力測定が開催されています。
　８月30日㈪には、市民体育館で今市地区の市民体力測定が、
同地区まちづくり推進委員会の健康教室と併せて開催され20人
が参加しました。
　立ち幅とびや上体起こしなど、種目による体力年齢の測定や、
機械による体内年齢の測定を行い、参加者は楽しみながら体を
動かし、自分の体力と健康状態を再確認していました。

川コースで遊ぶ子どもたち

会場を盛り上げる地元商工会青年部のダンス

ペットボトルいかだをうまく操縦して川を下りました

立ち幅とびをする参加者

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

楽しく体を動かし健康づくり
～市民体力測定～

みすみ川フェスタを開催

スポーツで旭を元気に
～ 2010あさひライジングサンスポーツ王国～

夏休み！ふるさと体験・友だちづくり
～広域圏だより～

あさひ

みすみ

あさひ
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　８月15日㈰、第24回弥栄ふるさとまつりが開催され、帰省客
を含め約2,200人の来場者がありました。
　この祭りは、帰省客と地元の人の交流を目的に、毎年お盆に

行われています。当日は、石見神楽や田ばやしなど
の伝統芸能のほか、地元の団体やグループによる出
店コーナーなどが設けられ、会場は大いに盛り上が
りました。
　また、好評の俵投げ大会では、参加者が俵を投げ
る姿に大きな声援が上がっていました。

　８月10日㈫、宇津市長が歴代藩主・名誉市民・旧浜田市長の
墓参りをしました。
　この墓参りは、昭和38年、当時の俵市長から毎年行っており、
今年で47回目になります。
　２代藩主の古田兵部少輔重恒の墓がある宝珠院（真光町）な
ど、浜田自治区内の寺院など10か所を回りました。
　各所で市長は、墓に線香を供え、静かに手を合わせてその遺
徳をしのびました。

　８月11日㈬、きんたの森交流館で行った「マイ・はし」作り
に雲城地区児童クラブに通う児童27人が参加しました。
　最初に、講師の下谷巧さん（森づくりボランティア）から、
木や森の役割などを学んだ後、間伐材を使った「はし」作りに
挑戦しました。児童たちは、かんなで木材を削り、やすりがけ
を行った後、くるみから出る油で防水加工を行いました。
　参加した児童からは「大変だったけど、できてうれしい」「こ
れからも木を大切に使います」などの感想があり、木に対する
親しみや理解が深まる体験となりました。

　８月19日㈭、三隅中央会館で絵本作家のあきやまただしさん
を招いて「絵本を楽しもうin三隅2010」が開催されました。
　あきやまさんは、東京都出身の人気作家で、子どもも大人も
楽しめる絵本で多くの読者の心を掴んでいます。
　この日は、夏休み期間中ということもあり、子どもから大人
まで約400人が来場。身振り手振りを織り交ぜた絵本の読み聞
かせなどで子どもたちと楽しい時間を過ごしました。
　楽しい絵本ライブで来場者を魅了したあきやまさんには、盛
大な拍手が送られました。

鏡割りと俵投げ大会の様子

２代藩主、古田兵部少輔重恒の墓

かんなを使って楽しそうに木材を削る様子

ギターライブは会場内が一体となって楽しみました

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

ふるさと弥栄へお帰りなさい
～第24回弥栄ふるさとまつり～

歴代藩主・市長墓参り

絵本ライブで心うきうき

はし作りで木の大切さを学ぶ
～雲城地区児童クラブ夏休み『マイ・はし』作り～

やさか

はまだ

みすみ

かなぎ
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　地域住民の防犯に関する不安や意見を聞き、その実態を把握
することを目的として、８月６日㈮「地域の安全を考えよう会」
が行われました。
　この会は、市議会安全・安心まちづくり推進特別委員会の主
催により、浜田市内のトップを切って弥栄自治区で行われ、駐
在所の廃止問題や青色パトロール隊の取り組み状況など、様々
なテーマについて意見交換が行われました。

　８月３日㈫、都川公民館を会場に「旭わんぱくＤＡＹキャン
プ」が開催され、旭自治区の小中学生26人が参加しました。
　活動の企画運営は島根県立大学の学生が行い、当日は学生た
ちが各班のリーダーとなり、子どもたちと一緒に、飯ごうでの
ご飯炊きや、カレー作りを行いました。
　昼食後には川遊びや竹を削っての箸作り、また夜にはキャン
プファイヤーを行い、自然の中での１日を満喫しました。

　８月４日㈬、『元気っ子！わくわくクッキング教室』を波佐公
民館で開催し、金城中学校の生徒24人が参加しました。
　今回は、「スポーツと栄養」をテーマに、アスリートの食事の
とり方を学び、また、バランスのとれた食事を体験するため、
実際に調理実習も行いました。
　参加した生徒からは、「必要な量を食べていないことがわかっ
た」「バランスよくしっかり食べたい」などの感想があり、この
教室を通じて、成長・生活・運動に合わせたバランスの良い食
事の大切さを学びました。

意見交換する参加者の皆さん

楽しかった１日を思いながらキャンプファイヤー

調理をしながら食事の大切さを学ぶ参加者

８月９日㈪開催の設立総会

　このたび、市内38団体の代表者により「浜田の地域医
療を守る会」が発足しました。
　今、県西部の医療は深刻な状況です。「守る会」では、
今後、シンポジウムの開催、医療従事者育成機関の視察
などの活動を行う一方、活動の中で得たことを市民に積
極的に周知していきます。
　市民の皆さんも、身近な「かかりつけ医」を持つなど、
一人ひとりにできることをぜひ実行してください。
　市民一丸となって、地域医療を守りましょう。

まちのわだい ♥Town Topics

地域の安全を考えよう会

大学生と小中学生が野外活動
～旭わんぱくＤＡＹキャンプ～

調理体験で食事の大切さを学ぶ
～『元気っ子！わくわくクッキング教室』～

やさか

あさひ

かなぎ

みんなで守ろう…地域の医療
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じゃあ、読もう。

旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時
　（第１・第３日曜日は午後４時～６時）
○休館日　日曜日および祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○10月の休館日　11日㈷・29日㈮
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石
正
美
術
館
で
は
、
企
画
展
「
ノ

ス
タ
ル
ジ
ア
―
石
本
正
の
愛
し
た
音

楽
・
文
学
・
映
画
―
」
を
好
評
開
催

中
で
す
。

　

石
本
正
が
、
音
楽
・
文
学
・
映
画

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
描
い
た
作
品
を

公
開
。

　

今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
館

で
は
、
石
本
を
感
動
さ
せ
た
日
本
画

家
の
作
品
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
、西
久
松
吉
雄「
森
の
塔
」は
、

滋
賀
県
湖
北
地
方
の
「
野
神
さ
ん
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
巨
木
を
描

い
た
も
の
。
石
本
の
心
を
掴
ん
で
離

し
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

出
品
作
家　
石
本
正
・
加
藤
美
代
三
・

池
庄
司
淳
・
中
原
麻
貴
・
松
倉
茂

比
古
・
中
村
文
子
・
伊
藤
は
る
み
・

岩
本
和
夫
・
西
久
松
吉
雄
・
落
合

浩
子
・
奥
村
美
佳
（
順
不
同
）

会
期　
12
月
５
日
㈰
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金一

般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

西久松吉雄「森の塔」

《展示室》
企画展「ノスタルジア―石本正の愛した音
楽・文学・映画―」
　　12月５日㈰まで

《ギャラリー展示》
むねの正俊写真展「探す旅」

10月２日㈯～15日㈮
細川良彦「浜田百景」

10月16日㈯～29日㈮
描楽連展～人物を描く～

10月30日㈯～11月５日㈮

《イベント情報》
アンサンブルベルカノンによるマンドリン演
奏会

10月２日㈯　午後２時～３時
能楽体感スタジオ

10月３日㈰　午後２時～３時
映画「ノスタルジア」上映会

10月９日㈯　午後２時～４時
むねの正俊　写真を語る会

10月11日㈷　午後２時～３時
朗読会「石本正の愛した文学」

10月16日㈯　午後２時～３時
いわみ音楽療法研究会発表会

10月23日㈯　午後２時～３時

※　このほかにも催しがあります。詳しくは、
お問い合わせください。

　企画展の開催に併せ、10月９日㈯、アンドレイ・タル
コフスキー監督の名画『ノスタルジア』（1983年）の上
映会を行います。この作品は石本のお気に入りで、企画
展のタイトルにもなりました。また、10月16日㈯には、
朗読会「石本正の愛した文学」を行います。琴の演奏
とともに石本と親交の
あった川端康成作品を朗
読します。
　石本の感動世界を体感
してもらえれば幸いです。

料金　無料
※　詳しくは、お問い合
わせください。

問い合わせ先
石正美術館
（☎�４３８８）

◎映画会と朗読会を開催します。

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」

の
お
知
ら
せ
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世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
10
月

２
日
㈯
か
ら
『
第
42
回
浜
田
市
美
術

展
』
を
開
催
し
ま
す
。
石
見
地
域
の

幅
広
い
世
代
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
絵
画
・

写
真
・
書
・
工
芸
な
ど
の
芸
術
作
品

の
数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

①
一
般
公
募
・
審
査
員
・
招
待
者
作

品
展

会
期　
10
月
２
日
㈯
～
11
日
㈷

※　

11
日
㈷
は
午
後
３
時
ま
で

観
覧
料　
無
料

②
児
童
・
生
徒
書
写
展

会
期　
10
月
15
日
㈮
～
19
日
㈫

※　

19
日
㈫
は
正
午
ま
で

観
覧
料　
無
料

③
児
童
・
生
徒
図
画
展

会
期　
10
月
23
日
㈯
～
26
日
㈫

※　

26
日
㈫
は
午
後
３
時
ま
で

観
覧
料　
無
料

会
場　
①
全
館
、
②
・
③
３
階
多
目

的
ホ
ー
ル

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

活
動
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付
は
、
午

後
３
時
30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室

に
て
。

《
不
思
議
な
え
ん
ぴ
つ
立
て
》

　

ま
る
で
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
作
品

の
よ
う
な
、
不
思
議
な
え
ん
ぴ
つ
立

て
を
作
る
よ
。

◎
10
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
木
の
実
で
ア
ー
ト
》

　

自
然
の
素
材
、
木
の
実
を
使
っ
て

す
て
き
な
作
品
作
り
を
し
よ
う
。

◎
10
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

●
講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

10
月
の
休
館
日

展
示
替　

１
日
㈮
・
12
日
㈫
～

15
日
㈮

　

見
て
、
触
っ
て
、
写
真
が
撮
れ
て
、

遊
べ
る
不
思
議
な
『
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
展
』が
こ
ど
も
美
術
館
に
や
っ
て

き
ま
す
！
新
感
覚
の
絵
画
で
す
。
こ

の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
！

会
期　
10
月
16
日
㈯
～
11
月
23
日
㈷

観
覧
料　
一
般
（
高
校
生
以
上
）
８

０
０
円（
前
売
券
６
０
０
円
）・
小
・

中
学
生
３
０
０
円（
当
日
券
の
み
）

※　

幼
児
・
障
害
者
手
帳
を
提
示
の

人
は
本
人
の
み
無
料
で
す
。

※　

前
売
券
は
、
こ
ど
も
美
術
館
で

販
売
中
で
す
。
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
フ
ラ
ン
ス
の
風
》

　

フ
ラ
ン
ス
か
ら
先
生
が
来
館
！
フ

ラ
ン
ス
の
雰
囲
気
を
た
っ
ぷ
り
と
感

じ
ら
れ
る
作
品
作
り
を
楽
し
も
う
。

◎
10
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

※　

10
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
・
９
日

㈯
・
10
日
㈰
・
11
日
㈷
の
活
動
は
、

「
第
42
回
浜
田
市
美
術
展
」
の
た

め
お
休
み
で
す
。

神
楽
に
ち
な
ん
だ
伝
統

文
化
講
座
受
講
生
募
集
！

　

10
月
23
日
㈯
か
ら
来
年
２
月
ま
で

の
間
に
全
11
回
、
神
楽
に
ち
な
ん
だ

講
座
を
行
い
ま
す
。
前
半
は
、
神
楽

を
テ
ー
マ
に
当
館
の
創
作
活
動
を
し
、

後
半
は
神
楽
の
舞
な
ど
実
践
を
学
ぶ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
す
る
予
定
で
す
。

申
込
み
は
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

開
講
日　
10
月
23
日
㈯

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

※　

変
更
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

対
象　
小
・
中
学
生

定
員　
先
着
15
人

参
加
費　
無
料

※　

日
程
・
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
市
内

の
小
・
中
学
生
に
は
学
校
を
通
じ

て
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.166

有

料

広

告

第
42
回
浜
田
市
美
術
展

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
展

10
月
の
イ
ベ
ン
ト
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❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

①「山村の豊かさを実現する自給的暮らし」
日時　11月10日㈬
講師　福原圧史さん（ＮＰＯ法人ゆうきびと会
長）

②「ふるさと再生と地域金融」
日時　11月24日㈬
講師　岡田久樹さん（日本海信用金庫理事長）

③「中山間地域と石見の未来像」
日時　12月１日㈬
講師　松永桂子さん（島根県立大学准教授）

※　いずれも午後６時20分～７時50分
場所　県立大学講義・研究棟中講義室３
料金　無料
申込方法　はがき・ＦＡＸ・メールまたはホーム
ページから申し込んでください。

問い合わせ先　交流研究課
（☎�２２０１・▢ＦＡＸ�２２０８）

　

７
月
17
日
㈯
に
第
１
回
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
前

日
ま
で
の
ぐ
ず
つ
い
た
天
気
が
う
そ

の
よ
う
に
、
梅
雨
明
け
を
思
わ
せ
る

快
晴
の
中
、
全
国
か
ら
２
７
２
人
の

高
校
生
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
が
き
れ
い
で
広
い
」

「
設
備
が
充
実
し
て
い
る
」「
環
境

が
良
く
明
る
い
」「
先
輩
が
み
ん
な

親
切
」「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感
じ
」「
全

体
の
雰
囲
気
が
良
い
」「
大
学
生
活

は
楽
し
そ
う
」
と
い
っ
た
感
想
が
ア

ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
見
学
も

随
時
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
希
望
す

る
人
は
、ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

　

社
会
人
を
対
象
と
し
た
総
合
政
策

学
部
総
合
政
策
学
科
の
特
別
選
抜
試

験
を
実
施
し
ま
す
。
出
願
手
続
や
試

験
科
目
は
、
募
集
要
項
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　
11
月
１
日
㈪
～
８
日
㈪

選
抜
期
日　
11
月
20
日
㈯

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

【
島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
会

第
19
回
特
別
講
演
会
】

　

各
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る
文

化
人
・
経
済
人
な
ど
を
講
師
に
迎
え

て
開
催
す
る
特
別
講
演
会
。今
回
は
、

小
説
「
恋
の
蛍
―
山
崎
富
栄
と
太
宰

治
」
で
今
年
の
新
田
次
郎
文
学
賞
を

受
賞
さ
れ
た
、
島
根
県
出
身
の
作
家

松
本
侑
子
さ
ん
が
講
師
で
す
。

　

太
宰
治
の
生
涯
と
文
学
、
浜
田
生

ま
れ
の
妻
、
美
知
子
、
太
宰
が
浜
田

を
舞
台
に
書
い
た
小
説
「
葉
桜
と
魔

笛
」
な
ど
に
つ
い
て
話
し
て
も
ら
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
10
月
27
日
㈬

午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所　
県
立
大
学
講
堂

料
金　
無
料

演
題　
太
宰
治
の
文
学
と
浜
田

講
師　
松
本
侑
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先　
交
流
研
究
課

（
☎
�
２
２
０
１
）

松本侑子さん

日中韓合同国際シンポジウムのご案内

フォーラム「大学の使命と地域との協働―
これまでの歩みと今後の可能性」のご案内

　県立大学と中国社会科学院および韓国啓明大学校
との合同開催により、「北東アジア研究と『北東ア
ジア学』の可能性」と題したシンポジウムを開催し
ます。ぜひ参加してください。
日時　10月12日㈫　午前９時30分～午後５時40分
第１セッション　政治分野
第２セッション　経済分野
第３セッション　文化・歴史分野

場所　県立大学交流センターコンベンションホール
料金　無料

　これまでの10年間の歩みを地域との連携の視点か
ら振り返り、大学が立地する石見地域の未来を切り
拓くためにも、地域の特質を踏まえた大学と地域の
協働の在り方を考えてみたいと思います。
日時　10月15日㈮　午後１時35分～４時50分
・画像による10年間の大学と地域の歩み紹介
・基調講演
・卒業生・在学生リレートーク
・「石見の地域特性と大学―可能性と展望」
場所　県立大学交流センターコンベンションホール
料金　無料
問い合わせ先　交流研究課
（☎�２２０１・▢ＦＡＸ�２２０８）

vol. 84
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www-u.shimane.ac.jp

２
０
１
０
年
度

第
１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催
し
ま
し
た

特
別
選
抜
試
験
を

実
施
し
ま
す

太
宰
治
と
浜
田
市
に

関
す
る
講
演
会
の
ご
案
内

秋学期公開講座のご案内
石見に生きる～石見の元気人が話す～

島根県立大学開学10周年記念事業
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日　
10
月
23
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
千
畳
苑
駐
車
場

清
掃
場
所　
国
分
海
岸
一
帯

※　

参
加
し
た
人
に
、
サ
ポ
ー
ト
通

貨
「
神
楽
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

対
価
と
し
て
進
呈
し
ま
す
。

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
作
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

総
合
開
会
式

日　
10
月
11
日
㈷

　

午
前
８
時
30
分
～

場　
県
立
石
見
武
道
館

※　

競
技
者
は
市
民
総
合
賠
償
保
険

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
各
競
技
担
当
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

まちかど伝言板

会場・競技事務局（連絡先）一覧表
競　　技 開催日 会　　場 担当者 電話番号

サッカー
９月26日㈰

市陸上競技場 河野　正雄 �７１７８
10月３日㈰

ソフトボール

10月10日㈰

浜田東中学校 
石見海浜公園 岡本　正友 �１４３０

陸上 市陸上競技場 斎藤　博之 �４９６９

水泳 浜田室内プール 江口　修吾 �０２３０ 
（浜田室内プール）

バレーボール 県立体育館 金岡　敬子 �１８７３

柔道

10月11日㈷

石見武道館 三浦　　貢 �００６２ 
（三隅中学校）

ソフトテニス 市庭球場・浜田高校 
第一中学校 河上　康斉 �４３７５

ゲートボール 第一中学校 江坂　大造 �１５１６
卓球 県立体育館 後山　敦己 090 - 4899 - 8727
軟式野球 市野球場 中　　孝二 �０４００

バスケットボール 浜田高校 
第一中学校 斉藤　祥文 ０８５６�０５０４ 

（益田市立鎌手小学校）

テニス 県立大学 濱上　典子 080 - 1908 - 6222

ボウリング ボウルJAC 西谷　凡人 �１１８６ 
（ボウルＪＡＣ）

バドミントン 国府小学校 佐々木祐輔 090-4657-5215
ペタンク 10月16日㈯ ふれあい広場 橋本　英樹 �５０９６
インディアカ 11月以降予定 原井小学校 牛尾眞由美 �２４１８
剣道 11月７日㈰ 石見武道館 俵　　芳徳 �２１８１
空手道 11月23日㈷ 石見武道館 高藤　裕子 �７６７２
グラウンドゴルフ 11月13日㈯ ふれあいジム・かなぎ 小川恵二郎 �００５８
カーリング １月中旬予定 サン・ビレッジ浜田 野藤　　薫 090 - 4658 - 0867
スキー ２月上旬予定 大佐スキー場 竹田　進吾 �０４２０

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
４
回
浜
田
市
総
合

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者

募
　

集
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あ
な
た
の
技
術
や
経
験
を
活
か
し

て
、
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　
日
本
国
籍
を
持
つ
人

青
年
海
外
協
力
隊

　

満
20
歳
～
満
39
歳

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

満
40
歳
～
満
69
歳

募
集
締
切
日　
11
月
８
日
㈪

現
職
参
加　
休
職
な
ど
に
よ
り
所
属

先
に
身
分
を
残
し
た
ま
ま
参
加
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

体
験
談
・
説
明
会

　

「
体
験
談
＆
説
明
会
」
で
は
、
活

動
紹
介
ビ
デ
オ
上
映
や
制
度
の
説
明

に
加
え
て
、
地
元
出
身
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
に
聞
き
た
い

こ
と
を
何
で
も
相
談
で
き
る
個
別
相

談
の
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
10
月
３
日
㈰

　

午
後
２
時
～
４
時

場　
い
わ
み
ー
る
１
０
１
研
修
室

※　

予
約
は
不
要
で
、
入
退
室
は
自

由
で
す
。

※　

資
料
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
（独）
国
際
協
力
機
構
中
国
国
際
セ

ン
タ
ー　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

（
☎
０
８
２
‐
４
２
１
‐
６
３
１

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
身
体
・
知

的
・
精
神
の
障
が
い
を
越
え
た
そ
れ

ぞ
れ
の
交
流
や
、
障
が
い
者
の
社
会

参
加
の
促
進
を
目
的
と
し
て
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
６
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
ボ
ウ
ル
Ｊ
Ａ
Ｃ
（
浅
井
町
）

申
・
問　
市
社
会
福
祉
協
議
会

向
原
さ
ん
・
濱
﨑
さ
ん
（
☎
�
０

０
９
４
・
▢ＦＡＸ
�
６
９
３
０
）

０
・
▢ＦＡＸ
０
８
２
‐
４
２
０
‐
８
０

８
２
）

h
ttp

://w
w
w
.jic

a
.g

o
.jp

/
volunteer/index.htm

l
E
-m

a
il:jica

cic-jo
cv@

jica
.

go.jp

浜
田
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
②

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
取
得
に

必
要
な
講
義
・
演
習
お
よ
び
実
習
を

行
い
、
訪
問
介
護
の
業
務
に
関
す
る

知
識
や
技
術
を
習
得
し
ま
す
。
併
せ

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
関
連
の
基
礎
な
ど
を
身
に
付

け
、
再
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

対
象　
離
転
職
者

入
校
検
定
日　
11
月
17
日
㈬

　

午
前
９
時
～

※　

応
募
者
多
数
の
場
合
、
18
日
㈭

に
も
行
い
ま
す
。

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

検
定
場
所　
浜
田
合
同
庁
舎

定　
20
人

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実

費
自
己
負
担
）

訓
練
期
間　
12
月
13
日
㈪
～
平
成
23

年
３
月
11
日
㈮

訓
練
場
所

　

講
義　

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

　

実
習　

各
実
習
先

募
集
締
切
日　
11
月
９
日
㈫

申
込
方
法　
願
書
（
浜
田
高
等
技
術

校
お
よ
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り

ま
す
。）
に
必
要
書
類
を
記
入
の

上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

応
募
状
況
に
よ
り
訓
練
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
高
等
技
術
校

（
☎
�
０
４
５
７
）

　

フ
ッ
ト
サ
ル
に
興
味
の
あ
る
皆
さ

ん
、
楽
し
く
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
体
を

動
か
し
、
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
せ

ん
か
？
未
経
験
者
も
大
歓
迎
！

対
象　
ど
な
た
で
も（
親
子
参
加
可
）

日　
10
月
２
日
㈯
・
11
月
13
日
㈯
・

12
月
11
日
㈯

　

い
ず
れ
も
、
午
後
７
時
～
９
時

場　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

定　
30
人

料　
１
人
１
回　

５
０
０
円

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
㈳
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

浜
田
支
部
フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
会

齋
藤
憲
嗣
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
２

２
９
４
‐
９
５
１
８
）

Em
ail:futsalham

ada@
yahoo.

co.jp

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

平
成
22
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
22
年
度
市
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者

浜
田
高
等
技
術
校
入
校
生

資
格
・
試
験

み
ん
な
の
た
め
の

フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

教
室
・
講
座
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デ
イ
ジ
ー
図
書
は
、
従
来
の
録
音

図
書
と
違
い
、音
質
が
劣
化
せ
ず
、
長

時
間
録
音
が
可
能
で
検
索
が
容
易
に

で
き
、
視
覚
障
が
い
者
の
読
書
環
境

を
一
変
さ
せ
た
画
期
的
な
図
書
で
す
。

　

西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
で
は
、
デ
イ
ジ
ー
編
集
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

内
容　
視
覚
障
が
い
者
が
利
用
す
る

録
音
図
書
の
音
声
デ
ー
タ
を
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
編
集
し
、
デ

イ
ジ
ー
図
書
を
作
り
ま
す
。

対
象　
視
覚
障
が
い
者
の
福
祉
に
意

欲
が
あ
る
65
歳
未
満
の
人
で
、
現

在
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
お
り
、

講
習
会
終
了
後
に
継
続
し
て
活
動

が
続
け
ら
れ
る
人

日　
10
月
12
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

10
月
13
日
㈬
・
19
日
㈫

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
全
３
回
）

場　
い
わ
み
ー
る

料　
無
料

申
込
締
切
日　
10
月
９
日
㈯

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

当
日
、
会
場
で
も
申
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

申
・
問　
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

　

健
康
保
持
増
進
と
体
力
作
り
を
図

り
、
武
道
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
を
目
的
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
期
間　
10
月
19
日
㈫
～
平
成
23

年
３
月
17
日
㈭

料　
一
般　
　
　
　

５
、
２
０
０
円

大
学
生　
　
　
　

４
、
２
０
０
円

幼
・
小
・
中
・
高
校
生

（
週
２
回
課
程
）４
、
０
０
０
円

（
週
１
回
課
程
）２
、
５
０
０
円

マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
キ
ッ
ズ

６
、
２
０
０
円

受
付
開
始
日　
10
月
９
日
㈯

　

午
後
１
時
～

申
・
問　
県
立
石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

報
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
３
３
４
・

▢ＦＡＸ
�
９
３
３
５
）

　

社
交
ダ
ン
ス
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
初
心

者
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

対
象　
中
学
生
以
上
の
一
般
男
女

日　
10
月
９
日
㈯
・
16
日
㈯
・
23
日

㈯
・
30
日
㈯

　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

場　
長
浜
商
港
会
館

定　
各
回
10
人

講
師　
長
沢
正
和
さ
ん
（
㈳
全
日
本

ダ
ン
ス
協
会
連
合
会
会
員
）

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
Ｂ
Ｓ
Ｄ

長
沢
正
和
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
１

０
１
７
‐
８
４
６
８
）

E
m
a
il:sp

o
rts-d

a
n
ce-b

sd
@

chic.ocn.ne.jp

後期スポーツ教室一覧表 ※　いずれも先着順です。

教  室  名 対象 定員 曜日 時　間 開講日 
（10月）

フィットネス 一般男女 10 火 13:30～15:00
19日剣道 小学生男女 

中学生男女 60 火・木 18:30～20:00

かんたんエアロビクス
一般男女 40 水

10:00～11:30

20日
レクリエーションスポーツ
ラージボール卓球 13:30～15:30

柔道 幼児～中学生
男女 60 水・金 18:30～20:00

ママ＆ベビーキッズ３Ｂ 乳児～入園前
幼児と保護者 30組

木
10:00～11:30

21日
レスリング 幼児～中学生

男女 30 18:30～20:00

フレッシュアップ３Ｂ 一般男女 20

金

 9:30～11:00

22日
気功・太極拳（昼） 30 13:30～15:00

居合道
小学４年生～
中学生男女 10 18:30～20:00

高校生以上男女 20 18:30～20:30
気功・太極拳（夜） 一般男女 30 土 18:30～20:00 23日

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

デ
イ
ジ
ー
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
習
会

平
成
22
年
度
県
立
石
見
武
道
館

後
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

社
交
ダ
ン
ス
無
料
体
験
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開
設
期
間　
10
月
26
日
㈫
～
平
成
23

年
３
月
18
日
㈮

申
込
受
付
開
始
日　
10
月
９
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～

定　
別
表
の
と
お
り（
先
着
順
で
す
。

た
だ
し
、定
員
に
満
た
な
い
場
合
、

そ
の
都
度
受
け
付
け
ま
す
。）

申
込
方
法　
申
込
書
（
県
立
体
育
館

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
と
一
緒
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
な
ど
に

よ
る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
県
立
体
育
館

（
☎
�
１
２
０
１
）

h
ttp

://h
a
m
a
d
a
.sh

im
a
n
e-

sports.or.jp/index.htm
l

後期スポーツ教室一覧表 ※　体操競技教室は実技認定が必要です。

コース 教　室　名 曜日 時　間 対　象 定員 参加料 開講日 
(10月)

健
康
づ
く
り

のびやか３Ｂ体操
火

10:00～11:30 一般男女 30 5,200円
26日軽スポーツ 14:00～15:30 45歳以上男女 40

ベーシックエアロ 19:30～20:50
高校生以上男女

30 高　　2,500円 
大　　4,200円 
一般　5,200円フォークダンス 水 19:00～20:50 50 27日

女性軽スポーツ 木 13:30～15:00 一般女子 40 5,200円 28日健康体操(介護予防体操)
19:00～20:50

一般男女 20

レクトランポリン 金 小学生親子 
一般男女 各10 親子　6,200円 

一般　5,200円 29日

エアロ＆ジムボール 土 10:00～11:30 中学生以上男女 20
中高　2,500円 
大　　4,200円 
一般　5,200円

30日

競　
　
　
　

技

ソフトテニス(朝)

火

10:00～12:00
一般男女 40 5,200円 26日卓球

ラージボール卓球 13:30～15:30

ソフトテニス(夜)
19:00～20:50 中学以上男女

60 中高　2,500円 
大　　4,200円 
一般　5,200円

テニス 水 40 27日
バドミントン 木 80 28日
テニス

金

10:00～12:00 一般男女 20 5,200円

29日
バドミントン 13:30～15:30

卓球
ラージボール卓球 19:00～20:50 中学以上男女 50

中高　2,500円 
大　　4,200円 
一般　5,200円

ク
ラ
ブ

ソフトテニス 木 10:00～12:00 一般男女 20 5,200円 28日
レクリエーションバレー 金 19:00～20:50 60 29日
体操(中・高) 火 16:30～18:30 中・高校生男女 30 2,500円 26日体操競技 火・水 小学生男女 20   4,000円

少　

年

卓球 水 16:30～18:00 小学４～６年生男女 30

2,500円

27日
ふれあい広場

木
16:00～17:00 小学１～３年生男女 60

28日体操 17:00～18:30 小学２～６年生男女 40
バドミントン 小学４～６年生男女 30

親子広場 (年長) 金 14:30～15:30 子( ３～６歳)と保護者１組 20組 6,200円 29日
(年少) 隔週土 10:30～11:30 子( ２～４歳)と保護者１組 4,100円 30日

広報はまだに掲載する
広告を募集しています

掲 載 枠　１枠縦4.5㎝×横8.5㎝を単位とします。ただし、
２枠を結合して広告を掲載することも可能です。

申込方法　市が契約する次の代理店まで申し込んでくだ
さい。

申　㈲原印刷【下府町３２７‐７７（☎�３１２０・▢ＦＡＸ
�３５５４）】

平
成
22
年
度
県
立
体
育
館

後
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆
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「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
達
人
養
成
講
座
‐
第
２

弾
」
を
企
画
し
ま
し
た
の
で
、
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
写
真
の
撮
影
・
加
工

　

写
真
を
編
集
・
加
工
す
る
ソ
フ
ト

を
使
っ
て
、
基
本
的
な
操
作
か
ら
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
に
サ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
ま

で
を
学
び
ま
す
。

日　
10
月
16
日
㈯
・
30
日
㈯
・
11
月

６
日
㈯
・
13
日
㈯
・
20
日
㈯

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
構
築
・
運
営

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
構
築
し
、
サ
イ

ト
ア
ッ
プ
す
る
ま
で
を
学
び
ま
す
。

日　
12
月
４
日
㈯
・
11
日
㈯
・
18
日

㈯
①
・
②
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
５
時

場　
い
わ
み
ー
る
４
階
４
０
３
研
修

室
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
自

己
負
担
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
・
メ
ー

ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切
日　
①
10
月
10
日
㈰

　

②
11
月
25
日
㈭

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
‐
Ｇ
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｒ
い
わ
み
【
〒
６
９
７
‐
０
０

１
６　

野
原
町
１
８
２
６
‐
１

（
☎
�
９
３
４
６
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
４

７
）】

Em
ail:seibu@

it-shim
ane.com

http://seibu.it-shim
ane.com

　

第
３
回
「
男
性
の
ふ
る
ま
い
」
を

開
催
し
ま
す
。
魅
力
あ
る
人
と
は
？

魅
力
あ
る
男
性
の
ふ
る
ま
い
と
は
？

一
緒
に
勉
強
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
ど
な
た
で
も（
男
女
問
わ
ず
）

日　
10
月
17
日
㈰

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

作
法
講
師　
宮
川
幸
子
さ
ん

料　
無
料

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

今
年
の
10
月
か
ら
６
回
に
わ
た
り
、

「
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
要
約
筆
記
」
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

対
象　
要
約
筆
記
に
関
心
の
あ
る
人

で
、
原
則
６
回
の
講
座
す
べ
て
に

出
席
で
き
、
受
講
後
は
継
続
し
て

活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
人
。

日　
10
月
30
日
㈯
・
11
月
27
日
㈯
・

12
月
18
日
㈯
・
平
成
23
年
１
月
15

日
㈯
・
２
月
19
日
㈯
・
３
月
12
日

㈯い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
い
わ
み
ー
る

※　

講
座
修
了
者
に
は
、
終
了
証
を

交
付
し
ま
す
。

問　
市
社
会
福
祉
協
議
会　

向
原
さ

ん
（
☎
�
０
０
９
４
）

ア
ク
ア
ス
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
☆
ア
シ

カ
・
ア
ザ
ラ
シ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

10
月
は
毎
日
！
ア
シ
カ
プ
ー
ル
に

巨
大
か
ぼ
ち
ゃ
登
場
？

ア
ク
ア
ス
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ナ
イ
ト

　

夜
の
ア
ク
ア
ス
に
泊
ま
ろ
う
！

ち
ょ
っ
ぴ
り
怖
い
夜
の
水
族
館
を
楽

し
も
う
！

日　
10
月
30
日
㈯

　

午
後
７
時
～
翌
朝
８
時

※　

事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

日
曜
講
座

陶
芸
教
室
♪
オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
を
つ
く
ろ
う

　

初
め
て
の
陶
芸
体
験
！
白
イ
ル
カ

や
ト
ビ
ウ
オ
な
ど
自
分
だ
け
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
作
っ
て

み
よ
う
♪

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
10
月
10
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

料　
無
料

エ
コ
講
座

山
で
感
じ
て
み
よ
う

対
象　
小
学
校
３
年
生
以
上

日　
10
月
31
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

申　
学
習
交
流
係
（
☎
�
３
６
１
４
）

http://w
w
w
.aquas.or.jp/

ア
ク
ア
ス
秋
祭
り

　

み
な
と
保
育
園
鼓
笛
隊
演
奏
・
阿

刀
ノ
庄
太
鼓
・
美
都
柚
華
連
＆
ひ
ま

わ
り
乱
舞
隊
・
益
田
蟠
竜
お
ど
り
隊
・

石
見
神
楽
上
演
・
大
抽
選
会
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日　
10
月
９
日
㈯
～
11
日
㈷

　

い
ず
れ
も
午
前
11
時
～

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場

10
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
17
日
㈰　

温
泉
津
舞
子
連
中

　
　

24
日
㈰　

熱
田
保
存
会

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発

（
☎
�
３
３
８
８
）

お
知
ら
せ

　

シ
ロ
イ
ル
カ
・
ア
ー
リ
ャ
の
赤
ち
ゃ

ん
を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、シ
ロ
イ
ル
カ
の
赤
ち
ゃ

ん
の
飼
育
を
優
先
す
る
た
め
、
当
面

の
間
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
休
止
し

ま
す
。
撮
影
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

シ
ロ
イ
ル
カ
の
体
調
に
よ
っ
て
は
、

公
開
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

地
域
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

魅
力
学
講
座

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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キ
エ
フ･
オ
ペ
ラ 

～
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

立
歌
劇
場
オ
ペ
ラ
～ 

タ
ラ
ス･

シ
ェ

フ
チ
ェ
ン
コ
記
念
「
カ
ル
メ
ン
」

　

１
４
０
余
年
の
歴
史
を
持
つ
劇
場

に
よ
る
総
勢
２
０
０
人
の
引
越
公

演
！
世
界
中
で
最
も
上
演
回
数
の
多

い
傑
作
オ
ペ
ラ
で
す
！

日　
10
月
20
日
㈬

開
場　
午
後
６
時

開
演　
午
後
６
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料
金　
全
席
指
定

　

Ｓ
席　

１
３
、
０
０
０
円

　

Ａ
席　

１
１
、
０
０
０
円

　

Ｂ
席　
　

８
、
０
０
０
円

※　

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
10
月
13

日
㈬
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

グ
ラ
ン
ト
ワ
開
館
５
周
年
記
念
感
謝

祭
～
５
周
年
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
～
「
き
ん
さ
い
デ
ー
」

　

石
見
美
術
館
で
は
、
終
日
美
術
館

を
無
料
開
放
し
ま
す
。
劇
場
で
は
、

日
ご
ろ
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
劇
場

の
裏
側
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
、バ
ッ

ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

日　
10
月
10
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
予
定
）

料　
無
料

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
・
問　

島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
「
グ
ラ
ン
ト
ワ
」

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

http://w
w
w
.grandtoit.jp/

　

木
版
画
家
・
佐
々
岡
秀
夫
さ
ん
の

新
作
発
表
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　
10
月
４
日
㈪
～
30
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※　

た
だ
し
、
日
・
祝
日
は
お
休
み

し
ま
す
。

場　
サ
ロ
ン
ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら

（
新
町
）

料　
無
料

問　
サ
ロ
ン
ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
５
７
）

　

シ
ニ
ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

現
在
離
職
中
ま
た
は
離
職
予
定
の
人

で
離
職
後
も
何
ら
か
の
形
で
働
き
た

い
55
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
個
別

相
談
な
ど
を
行
い
、
就
業
・
就
職
・

社
会
参
加
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。

日　
10
月
５
日
㈫

　

10
月
９
日
㈯
か
ら
、
ス
ケ
ー
ト
場

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

期
間　
10
月
９
日
㈯
～
平
成
23
年
５

月
５
日
㈷

開
館
時
間

　

平
日　
　

午
前
11
時
～
午
後
７
時

　

金
曜
日　

午
前
11
時
～
午
後
８
時

　

土
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

　

日
・
祝　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

申
・
問　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
（
☎
０
１
２
０
‐
７

８
‐
１
１
４
２
）

　

第
53
回
夏
季
書
道
講
習
会
で
の
優

秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
10
月
９
日
㈯
～
12
日
㈫

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
12
日
㈫

は
午
後
３
時
ま
で
）

※　

11
日
㈷
は
、
休
館
日
で
す
。

場　
浜
田
公
民
館

料　
無
料

問　
市
習
字
教
育
連
盟　

森
田
さ
ん

（
☎
�
２
２
１
０
）

休
館
日　
毎
週
水
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
（
祝
日
が
水
曜
日
の
場
合
、
木

曜
日
）

料　
一
般　
　
　
　

１
、
１
０
０
円

　

高
・
大
学
生　
　
　
　

７
０
０
円

　

中
学
生
以
下　
　
　
　

５
０
０
円

　

付
添
・
見
学　
　
　
　

１
０
０
円

　

貸
ス
ケ
ー
ト
靴　
　
　

４
０
０
円

　

貸
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
円

小
学
校
未
就
学
児
無
料
体
験
デ
ー

日　
10
月
９
日
㈯
～
11
日
㈷

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　

ス
ケ
ー
ト
靴
15
㎝
よ
り
取
り
揃

え
て
い
ま
す
。

※　

手
袋
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ー
リ
ン
グ
特
別
講
習
会

日　
10
月
16
日
㈯

　

午
前
９
時
～
11
時

※　

事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

当
日
は
、
一
般
滑
走
も
可
能
で

す
。

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

【
県
立
体
育
館
】

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
明
る
く
健
康
で
豊
か
な
生
活
の

実
現
を
し
ま
す
。

施
設
無
料
開
放
イ
ベ
ン
ト

日　
10
月
17
日
㈰

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　

午
前
９
時
～
正
午

・
体
育
館
に
設
置
し
て
あ
る
器
具

（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
バ
ス
ケ
ッ
ト

な
ど
）
で
、
家
族
で
思
い
思
い
に

運
動
で
き
ま
す
。

※　

イ
ン
ボ
デ
ィ
（
体
成
分
分
析
装

置
）
測
定
が
で
き
ま
す
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
会

　

午
後
１
時
～
５
時

・
１
チ
ー
ム
４
人
で
試
合
を
し
ま
す
。

※　

コ
ー
ト
内
で
プ
レ
ー
で
き
る
男

性
は
１
人
で
、
必
ず
チ
ー
ム
に
１

人
は
平
成
22
年
度
前
期
ス
ポ
ー
ツ

教
室
参
加
者
が
い
る
こ
と
。

ス
ポ
ー
ツ
体
験

　

午
後
６
時
～
９
時

・
各
種
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き
ま
す
。

【
県
立
石
見
武
道
館
】

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
10
月
を
ス
ポ
ー

ツ
推
進
月
間
と
し
、
１
か
月
間
無
休

で
開
館
し
ま
す
。
ま
た
、
10
月
10
日

㈰
に
は
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
内
容

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て「
柔

道
稽
古
会
」「
筋
力
測
定
」
と
館
内
に

特
設
コ
ー
ス
を
設
け
て
親
子
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｕ
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
個
人
利
用
者
お
よ
び
し

ま
ね
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
提
示

者
に
は
、
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
を
し

ま
す
。

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

石
見
神
楽
新
作
木
版
画
展

シ
ニ
ア
就
業
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
会

市
文
化
祭
協
賛
行
事

習
字
習
作
展

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

県
立
体
育
館
・

県
立
石
見
武
道
館

10
月
ス
ポ
ー
ツ
推
進
月
間

　

　

　



39　　　広報はまだ：平成22年10月号

日　
10
月
10
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

料　
無
料（
個
人
利
用
に
限
り
ま
す
。）

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
県
立
体
育
館
（
☎
�
１
２
０
１
）

県
立
石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
和
紙
製
品
・
こ
ろ
こ
ろ
星
（
和

紙
ス
ト
ラ
ッ
プ
）
作
り
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

日　
10
月
17
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

　
　

Ａ
３
判 　
（
１
枚
）
６
０
０
円

　
　

つ
け
染
め
（
１
枚
）
５
０
０
円

こ
ろ
こ
ろ
星
（
和
紙
ス
ト
ラ
ッ

プ
）　　
　
　
　
　

 

２
５
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

　

浜
田
マ
リ
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
、
過
去
４
年
間
「
命
の
尊
さ
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
文
化

講
演
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日　
10
月
17
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

演
題　
人
生
の
応
援
歌

講
師　
山
田
隆
夫
さ
ん
（
落
語
家
）

料　
一
般　

１
、
５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
無
料
）

問　
浜
田
マ
リ
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局　

森
山
さ
ん

（
☎
�
３
０
３
１
）

　

ふ
れ
あ
い
フ
レ
ン
ズ
連
絡
会
に
よ

る
認
知
症
予
防
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
社
会
に
お
い
て
、
認

知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日　
10
月
23
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
島
根
県
立
大
学
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

演
題　
～
認
知
症
と
と
も
に
・
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
～

「
こ
わ
く
な
い
よ
認
知
症
」

講
師　
金
田
弘
子
さ
ん【
森
本
外
科
・

脳
神
経
外
科
医
院
（
鳥
取
県
琴
浦

町
）
副
院
長
】

問　
川
﨑
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９
０

６
７
‐
８
４
１
９
）

　

実
証
！
「
地
域
力
」
醸
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
事
業
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む

「
金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

の
第
３
弾
、
金
城
町
新
開
地
区
開
拓

の
祖
・
岡
本
甚
左
衛
門
ゆ
か
り
の
地

を
歩
く
コ
ー
ス
で
す
。

　

先
人
の
事
績
を
た
ど
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

日　
10
月
23
日
㈯

　

午
前
８
時
20
分
～
正
午

場　
金
城
町
新
開
地
区
周
辺

集
合
場
所　
雲
城
公
民
館

料　
３
０
０
円

（
小
学
生
以
下
無
料
）

問　
雲
城
公
民
館

（
☎
�
２
０
７
６
）

　

初
級
馬
場
馬
術
競
技
・
Ｆ
Ｅ
Ｉ
パ

ラ
馬
場
馬
術
競
技
・
ホ
ー
ス
マ
ン
シ
ッ

プ
競
技
・
ジ
ム
カ
ー
ナ
競
技
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
や
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
ホ
ー
ス
シ
ョ
ウ
・
石
見
神
楽
の

上
演
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

馬
術
の
正
装
に
身
を
包
ん
だ
選
手

た
ち
の
緊
張
感
あ
る
馬
術
大
会
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
10
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～

場　
か
な
ぎ
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
パ
ー
ク

問　
か
な
ぎ
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
パ
ー
ク
（
☎
�
２
２
２
２
）

　

こ
っ
こ
ろ
フ
ェ
ス
タ
と
し
て
、
職

業
体
験
・
子
ど
も
神
楽
体
験
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
未
来
の
ピ
カ
ソ
展
表

彰
式
を
行
い
ま
す
。

日　
10
月
24
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場　
紺
屋
町
商
店
街
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

ド

未
来
の
ピ
カ
ソ
展

　

市
内
20
園
の
園
児
に
よ
る
作
品
、

約
７
５
０
枚
を
紺
屋
町
商
店
街
各
店

頭
で
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間　
10
月
19
日
㈫
～
25
日
㈪

※　

入
選
作
品
は
世
界
こ
ど
も
美
術

館
に
展
示
（
10
月
30
日
㈯
・
31
日

㈰
）
さ
れ
ま
す
。

問　
紺
屋
町
商
店
街
事
務
局

【
☎
�
４
３
５
２（
平
日
午
前
中
）】

　

人
工
内
耳
は
、
補
聴
器
で
も
聞
く

こ
と
の
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
聞
き

取
り
に
く
い
重
度
難
聴
者
に
と
っ
て

「
音
の
な
い
世
界
か
ら
、
音
の
あ
る

世
界
へ
」
の
大
き
な
福
音
と
な
っ
て

い
ま
す
。

日　
10
月
24
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会

議
室

料　
無
料

※　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

講
師　
福
島
邦
博
さ
ん
（
岡
山
大
学

医
学
部
歯
学
部
付
属
病
院
耳
鼻
咽

喉
科
講
師
）

長
安
史
江
さ
ん
（
岡
山
大
学
医
学

部
歯
学
部
付
属
病
院
言
語
聴
覚
士
）

問　
小
笠
原
ま
ゆ
み
さ
ん

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
０
１
７
９
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

第
18
回
全
国
障
害
者
馬
術

大
会
＆
ホ
ー
ス
シ
ョ
ウ

２
０
１
０

こ
ん
や
ま
ち
の
秋
ま
つ
り

未
来
の
ピ
カ
ソ
展
＆

こ
っ
こ
ろ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

も
の
づ
く
り
体
験

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ

リ
ー
第
３
弾

第
３
回
岡
本
甚
左
衛
門

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
文
化
講
演
会

認
知
症
予
防
講
演
会

最
新
の
人
工
内
耳
情
報
と

相
談
会



広報はまだ：平成22年10月号　　　40

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
登
城
路
に
あ
る
城

郭
の
石
垣
辺
路
と
柿
本
人
麻
呂
ゆ
か

り
の
人
丸
石
碑
、
お
堂
を
訪
ね
る
散

策
会
を
行
い
ま
す
。

日　
10
月
24
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
城
山
公
園
案
内
板
前

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

　

江
津
市
松
川
町
市
村
の
中
世
を
訪

ね
、山
城
の
松
山
城
跡
へ
登
り
ま
す
。

安
芸
の
守
護
武
田
氏
と
戦
っ
た
南
朝

河
上
氏
や
福
屋
氏
の
歴
史
。
広
島
街

道
と
江
の
川
の
渡
し
場
な
ど
、
心
安

ら
ぐ
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
で
す
。

日　
10
月
24
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
ま
で
散
策

集
合
場
所　
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
前

（
江
津
市
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

※　

弁
当
を
持
参
し
、
山
歩
き
の
で

き
る
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

　

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
ま
す
。
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
六
子
さ

ん
を
迎
え
、
地
元
で
働
く
カ
ッ
プ
ル

の
棚
田
で
の
結
婚
式
の
ほ
か
、
棚
田

写
真
展
・
棚
田
散
策
・
郷
土
芸
能
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
棚
田

で
採
れ
た
お
い
し
い
お
米
・
野
菜
を

販
売
し
ま
す
。
日
本
の
棚
田
百
選
の

一
つ
、
室
谷
の
棚
田
で
秋
を
堪
能
し

ま
せ
ん
か
。

日　
10
月
24
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
三
隅
町
室
谷
（
上
室
谷
集
会
所

付
近
の
田
ん
ぼ
）

料　
む
ろ
だ
に
会
席
膳
（
要
予
約
・

限
定
88
食
）　

１
、
５
０
０
円

※　

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

無
料
送
迎
バ
ス
（
三
保
三
隅
駅
・

石
正
美
術
館
発
）
を
運
行
し
ま
す

の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
市
観
光
協
会
三
隅
支
部

（
☎
�
２
１
０
４
）

日　
10
月
30
日
㈯

受
付　
午
前
８
時
30
分
～
９
時

開
会
式　
午
前
９
時
～

場　
ふ
れ
あ
い
広
場
（
東
公
園
内
）

定　
先
着
32
チ
ー
ム

料　
１
人　

１
、
０
０
０
円

種
目　
ト
リ
プ
ル
ス
（
男
女
は
問
い

ま
せ
ん
。）

申
込
締
切
日　
10
月
20
日
㈬

申
・
問　
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
事
務
局

橋
本
英
樹
さ
ん

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
５
０
９
６
）

　

フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
・
お
に
ぎ
り
な

ど
、
お
い
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
用

意
し
て
い
ま
す
。
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や

粘
土
作
り
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

の
ゲ
ー
ム
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

バ
ザ
ー
会
場
で
は
、
幼
稚
園
グ
ッ

ズ
は
も
ち
ろ
ん
エ
プ
ロ
ン
な
ど
か
わ

い
い
手
作
り
品
、
子
供
服
・
食
器
な

ど
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
来
園
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
10
月
30
日
㈯
（
雨
天
決
行
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　
夕
日
ヶ
丘
聖
母
幼
稚
園

※　

臨
時
駐
車
場
を
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
夕
日
ヶ
丘
聖
母
幼
稚
園

（
☎
�
３
３
２
８
）

　

今
年
は
、「I Love Sea W

e Love
H
A
M
A
D
A

」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域

経
済
活
性
化
・
市
民
交
流
を
柱
に「
浜

田
の
産
業
祭
」
と
し
て
位
置
付
け
る

と
と
も
に
、
地
域
の
魅
力
を
感
じ
な

が
ら
共
有
し
て
も
ら
い
、
新
た
な
地

域
の
可
能
性
を
創
造
す
る
機
会
と
し

て
石
見
地
方
の
経
済
・
文
化
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

ま
す
。

　

Ｂ
Ｂ
大
鍋
（
の
ど
ぐ
ろ
で
出
汁
を

と
り
、
カ
ナ
ガ
シ
ラ
な
ど
の
す
り

身
、野
菜
な
ど
を
入
れ
た
味
噌
味
鍋
）

５
千
食
・
石
見
神
楽
・
よ
さ
こ
い
・

コ
ン
サ
ー
ト
・
市
民
の
店
・
中
電
バ
ッ

テ
リ
ー
カ
ー
・
自
衛
隊
コ
ー
ナ
ー
・

保
育
園
幼
稚
園
児
に
よ
る
作
品
展
示

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日　
11
月
３
日
㈷

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　
浜
田
漁
港
周
辺
特
設
会
場

「
市
民
の
店
」
出
店
者
募
集

定　
20
店
舗
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

料　
１
区
画
１
５
、
０
０
０
円
（
テ

ン
ト
代
な
ど
）

申
込
締
切
日　
10
月
12
日
㈫

申
込
方
法　
申
込
書
（
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
連
絡
の
後
、
出
店

要
綱
・
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
浜

田
も
同
日
開
催
決
定
！

　

今
年
は
旧
浜
田
市
制
70
周
年
、
新

浜
田
市
制
５
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
市
制
施
行
記
念
事
業
と
し
て
「
Ｂ

級
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
浜
田
」

も
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

　

全
国
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
と
、
地

元
ご
当
地
グ
ル
メ
と
の
共
創
に
よ
り
、

地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
推
進
し
よ

う
と
企
画
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
著
名
な
「
グ
ル
メ
」
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

全
国
Ｂ-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
の
大
会
に

出
場
し
て
い
る
有
名
な
Ｂ
級
ご
当
地

グ
ル
メ
を
招
待
！

※　

地
元
浜
田
か
ら
も
５
店
舗
出
店

予
定
！

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
内
Ｂ
Ｂ

大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
�
３
０
２
５
・
▢ＦＡＸ

�
５
４
０
０
）

Em
eil:fujii@

ham
ada-cci.or.jp

○
富
士
宮
や
き
そ
ば　
　
　

静
岡
県

○
津
山
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん　
岡
山
県

○
久
留
米
焼
き
と
り　
　
　

福
岡
県

○
鳥
取
と
う
ふ
ち
く
わ
膳　
鳥
取
県

○
出
雲
ぜ
ん
ざ
い　
　
　
　

島
根
県

市
文
化
祭
協
賛
行
事

第
40
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

第
１
０
１
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

室
谷
の
棚
田
ま
つ
り

第
14
回
浜
田
市
オ
ー
プ
ン

ペ
タ
ン
ク
大
会
参
加
チ
ー
ム

夕
日
ヶ
丘
聖
母
幼
稚
園

ゆ
う
ゆ
う
フ
ェ
ス
タ
・

バ
ザ
ー
２
０
１
０

Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
０
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あ
な
た
の
一
句
を
浜
田
に
残
し
ま

し
ょ
う
。
浜
田
市
の
自
然
・
行
事
の

魅
力
を
市
内
外
へ
、
あ
な
た
の
作
品

で
Ｐ
Ｒ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
11
月
14
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
１
、
０
０
０
円

問　
浜
田
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
句
会

田
中
さ
ん
（
☎
�
１
４
０
８
）

　

「
お
い
し
い
食
べ
物
づ
く
り
と
自

然
を
守
り
心
豊
か
な
町
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
特
産
品
の
展
示
販
売
の

ほ
か
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
石
見
神

楽
、
和
太
鼓
の
上
演
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日　
11
月
３
日
㈷

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　
市
役
所
弥
栄
支
所
前
イ
ベ
ン
ト

広
場

問　
い
わ
み
中
央
農
業
協
同
組
合
内

弥
栄
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
２
２
２
１
）

　

秋
の
紅
葉
を
見
な
が
ら
三
段
峡
を

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　
大
人

日　
11
月
７
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
７
時
50
分
～

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館

定　
先
着
25
人

料　
１
、
０
０
０
円
（
保
険
代
）

※　

弁
当
・
お
茶
・
お
や
つ
な
ど
は

各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
直
接
、
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

屋
内
・
屋
外
の
会
場
に
お
い
て
、

特
産
品
販
売
や
石
見
神
楽
の
上
演
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
秋
は
金
城
で
、
深
ま
る
秋
の

た
た
ず
ま
い
と
地
域
の
文
化
を
感
じ

て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

場　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
か
な
ぎ

問　
Ｊ
Ａ
金
城
支
所
内
さ
ざ
ん
か
祭

り
実
行
委
員
会

（
☎
�
１
１
３
２
）

　

１
９
２
０
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

舞
台
に
、
陽
気
な
ジ
ゴ
ロ
た
ち
が
一

攫
千
金
を
企
む
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
サ

ス
ペ
ン
ス
・
コ
メ
デ
ィ｢

メ
ラ
ン
コ

リ
ッ
ク
・
ジ
ゴ
ロ｣

と
、
様
々
な
愛

の
形
や
心
情
を
歌
と
ダ
ン
ス
で
つ
づ

る
グ
ラ
ン
ド
・
レ
ビ
ュ
ー｢

ラ
ブ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー｣
の
公
演
で
す
。
宝

塚
歌
劇
の
華
麗
な
ス
テ
ー
ジ
を
ぜ
ひ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
28
日
㈰

昼
の
部

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

夜
の
部

開
場　
午
後
５
時
30
分

開
演　
午
後
６
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

主
演　
真ま

飛ど
ぶ

聖せ
い

・
蘭ら

ん

乃の

は
な

料　
全
席
指
定
席

　

Ｓ
席　

７
、
０
０
０
円

　

Ａ
席　

３
、
５
０
０
円

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

一
般
公
開
に
よ
る
石
見
川
柳
句
会

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
14
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
浜
田
公
民
館

料　
２
、
０
０
０
円
（
昼
食
・
句
会

誌
代
を
含
む
。）

問　
石
見
川
柳
会　

佐
々
木
さ
ん

（
☎
�
２
９
１
７
）

　

社
会
に
で
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
若
者
や
、
学
校
で
の
悩
み
を

抱
え
て
い
る
学
生
、
そ
の
保
護
者
、

関
係
者
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト･

心
理
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日　
毎
月
第
２
金
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
浜
田
保
健
所

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
し
ま
ね
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
０
８
５
２
�
７
７
１
０
）

h
ttp

:/
/
w

w
w

.s
h
im

a
n
e
-

saposute.com
/

　

10
月
１
日
㈮
か
ら
「
弥
栄
線
」「
浜

田
大
谷
三
隅
線
」
の
時
刻
表
が
変
更

さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
石
見
交
通
㈱
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
石
見
交
通
㈱
浜
田
営
業
所

（
☎
�
２
２
１
１
）

http://iw
am

igroup.jp/

　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
館
内
害

虫
駆
除
の
た
め
、臨
時
休
館
し
ま
す
。

日　
10
月
12
日
㈫

　

午
前
９
時
～
午
後
10
時

※　

当
日
は
、
電
話
に
よ
る
予
約
受

付
も
行
い
ま
せ
ん
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

市
文
化
祭
協
賛
行
事

第
61
回
浜
田
ホ
ト
ト
ギ
ス

俳
句
大
会

第
23
回
弥
栄
産
業
ま
つ
り

第
23
回
さ
ざ
ん
か
祭
り

「
宝
塚
歌
劇
花
組
」

浜
田
公
演

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
に

～
三
段
峡
を
歩
こ
う
！
～

市
文
化
祭
協
賛
行
事

石
見
川
柳
句
会

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

し
ま
ね
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
西
部
地
区

出
張
個
別
相
談
会
」

石
見
交
通
バ
ス

減
便
・
時
刻
変
更

石
央
文
化
ホ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
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平成23年５月31日までに

全世帯義務化
住宅用火災警報器の設置を!

マイバッグ持参運動展開中

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,721 20,547 23,145 43,692
金 城 1,914 2,302 2,509 4,811

旭 1,429 1,546 1,682 3,228
弥 栄 720 728 812 1,540
三 隅 2,865 3,217 3,616 6,833
合 計 26,649 28,340 31,764 60,104

人　口（８月末現在）

（単位：人）

（市指定史跡・市指定考古資料）

　金田１号墳は金城町下来原に所在する古墳で、下府川支流の金田川によって広
がった平地を望む丘陵上に立地する。昭和49年の造成工事中に発見、調査される
とともに、平成19年にも周囲の調査が実施された。
　古墳は直径約10ｍ、高さ約1.5ｍの円墳で、内部には横穴式石室が設けられ、
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が出土している。出土品の特徴から、
７世紀前半に築造された古墳と考えられる。
　周辺には火

ひ

塚
づ か

平
たいら

古墳、今福古墳といった横穴式石室を有する古墳が確認され
ており、これらの古墳との関係も含めて、金城町北部における古墳時代後期の様
相を知る上で貴重といえる。
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